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〇巻頭言

ATR設立から10年、 研究者の努力によって得られた様々な知見を見ているうちに私個人の考え方にも幾

つかの深化があった。  10年を節目に今私が抱いている期待と危惧の交錯を率直に述べてみたい。

まず、  自然や人は研究対象の宝庫であると同時に、  近寄り難い程巧妙に出来ているという実感である。

A T R で は バーチ ャル リ ァ リ テ ィ と 通信の融合を目指 し た研究 を早期か ら手掛けて き た 。 そ し て 、  コン

ピュ一夕グラフィクス技術を駆使して遠隔地の人物をあたかも目の前にいるかのよ うに、かなり リアルに再

現 で き る よ う に な っ た 。  バーチャルリア リテ ィの技術的狙いのひとっは限り無く現実に近づけることである。

さらに今では現実を超えた世界をも醸し出す技術さえ研究対象としている。  しかし、 仮想の世界が限り無く

現実に近づいた場合、人々はどの様に反応するだろうか?  二年半程前、私はロツ ク フ ェ ラーセ ン ター ビル

で小さな講演を依頼された時、最後はバーチ ャ ル ( 仮 想 )  のコ ップに本物のビールを注いでしまってびっく

り している絵で締め括 つ た 。  今の技術の迫真度はまだそこまではきていない。  しかし、 研究が進展するに

従 つてそのよ う な状態に限 り無 く近づける こ とは不可能ではない 。一方、 〔限 り無く真に近い仮想と真の

( ? ) 真 実 〕 そ れ を判断す る のは人の脳で あ る 。 究極のバーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ は 、 人 の 脳 を 騙 し て し ま う も

のを目指している こ とに もな る 。  これは人々にとって果たしてよいこ とであろ うか 。限 り無 く極限を求める

と い う 研究の一側面とは相容れないのだろうか。  さりとて途中で止めればいっか外国に追い抜かれる。  マ

ネージの立場上、 大きな矛盾を感じっつ答えは出し得ていない。

A T R ではシステムのューザは最終的には人であるとの観点から人がどのように外界を認識し外界に働き

掛けているかを精力的に研究している。  その結果、 人は脳の中に蓄えられてきた様々な知識を基に外界を認

識し、  また知識を更新している とい う こ とが分かってきた 。  この知識は後天的に学習や訓練で獲得したもの

と 、  〔 ヒ ト  ( ホモサピェンス ) 〕  とい う種として 3万年に直る地表での進化の中で受け継がれてきたもので

構成されているのであろ う 。  裏返せば、 自然界には存在しない条件を強制的に設定すると、  脳は混乱してし

ま う危険がある 。  そのよ う な事実も A T R では確認されている 。  五感から体性感覚まで総動員する未来の高

度なマルチメディアにおいて、  自然の摂理に逆らうよ うなこ とには余程慎重であらねばなるまい。

人類は近年経済活動など様々な分野で急加速と急ブレーキを繰り返す、  時にはぺダルを同時に踏む、 あ る

いは後始末を考えないでおもちゃ箱をひっ く り返すよ うな こ と を してきた 。  さ り と て一切の活動を止めてし

まうわけにはいかない。  それは、  常に何かを探究し新しいことを始めたいという人類の本能に逆らうこ とに

もなりかねない。  人類の諸活動はむしろますます複雑多様かっ活性化するであろう。  エネルギーや人口問題

などを機に 、  人類はいつの目にか活動の場を宇宙に広げるかもしれない。  A T Rで研究を進めてきた宇宙空

間での通信技術も強力な武器になるであろう。  そして宇商空間に移り住んだ人類は何千年、 何万年後、 無重

力に適応して  〔 ホモスパチゥム  ( H o m o  s p a t i um ) 〕  とでも呼ぶ新種になり、  宇宙空間はいずれ彼らの産業

廃棄物の捨場になるのだろうか。  いずれにしても、  これからは人類の飽くなき欲求を満たしっっ全体として

は調和のとれた、  つまり自然の摂理に則した活動が巡行速度で続けられるようにするための技術開発が不可

欠で 、その意味で次の千年 ( 第 3 ミ レ ニアム ) の取 り組みは極めて重要であろ う 。幸い 、  この春設立された

環境適応通信研究所始めATRの取り組んでいる情報通信技術は、  それに最も相応しい立場にある。  それに

しても 、  知れば知るほど、  自然から学ぶことは多い。  我々は自然に対して決して傲慢であってはならない。



ATR環境適応通信研究所の

設立にあたって

環境適応通信研究所は、 「環境適応通信の基礎研究」 を テーマに、 A T R の  8番目の研究開発会

社として設立されました。研究期間は平成8年3月から平成1 5年2月までの7年間で、予定研究費

総額は11 9億円です。新会社設立までかなり厳しい道のりではありましたが、関係各方面の多大な

ご尽力・ご理解によりここに設立の運びとなりました。改めて深く感謝の意を表します。

情報通信システムは、  社会の基幹システムとしてその重要性は指摘するまでもありませんが、  -
方では毎日のよ うにマスコ ミ を娠わしている イン ターネ ッ ト や あ るいはマルチ メデ ィ ア通信に代表

される通信サー ビスの高度化・多様化、  パー ソナル移動通信の需要の急增、 更には災害時の通信障

害等、 情報通信を取り巻く通信環境は複雑化し目まぐるしく変貌しています。  これらの例に既に見

ら れ る よ う に 、  通信環境の変化は今後益々加速され予測し難くなるものと思われます。

このよ うな中で、利用者が複雑で多様な通信環境を意識することな く快適に通信ができるよ うに

なるために 、  将来の情報通信システムの基本特性として、  不確定な通信環境の変化に対してシステ

ム自体がその機能 。構成を自律的に再構成し適応できる能力が大変重要になると指摘されています c

環境適応通信研究所は、 情報通信システムにこのような機能を実現する上で基盤となる技術の確

立を目的として4つの課題に的を絞り研究を実施します。  第1の課題は、  情報通信システムの構成

評価技術に関するもので、弾力性、可塑性のある通信ネットヮー クのアーキ テ ク チ ャ 、 設 計 ・ 評

価法の確立を目指します。 第2の課題は情報通信システムの制御法に関するもので、  適応的通信制

御技術や通信処理アルゴリズムにっいて研究します。  第3の課題は無線通信の空間接続構成技術に

関するもので、  複雑で多様な伝搬環境に適応する超広帯域無線通信技術にっいて研究します。 第 4

の課題は前記3課題を基盤で支えるデバイス技術の研究で、  デバイスレベルで通応性、 あるいは自

律性の機能を持つたデバイスを目指します。第 1 、  2の課題にっいては、人や生物の優れた環境適

応機能をモデル化し応用することや、  情報通信システムを複雑系とみなして適応性の獲得を模索す

る こ と も 研究 アプ ローチ法の一つとして考えています 。第 3 、第 4の課題については、 A T R光電

波通信研究所で培つ た技術を活用していきます。

環境適応通信研究所は、 発足後未だ間もないですが、 所員一丸となって目標に向かって鋭意努力

するっも りです。今後とも変わらぬご指導、ご支援のほどをよろし くお願いします。



eご寄稿

㈱ATR環境適応通信研究所の

設立にあたって  (祝辞)

郵政省

大臣官房技術総括審議官 岡 井 元

㈱ATR環境適応通信研究所の設立を迎え、  心 よ  りお慶び申 し上げます。 これもひとえに基礎研

究に理解を示された関係各界の方々のご支援、ご協力の賜物と思つております。また、今年はATR

の創立10周年の年でもあり、重ねてお慶び中し上げます。

現在、我が国は経済構造の改革、高齢化社会への対応、ゆとりのある豊かな生活の実現、一極集

中の是正をはじめとした内外の様々な課題に直面しております。情報通信は、  こ う した我が国が直

面する諸課題解決の決め手として期待されていますが、  情報通信より高度化し、  使い易いものとす

るためには、  この分野の研究開発の推進が不可欠です。

このよ うな状況のもと 、 A T Rにおかれましてはこれまでの 1 0年間、  着実に研究を進めてこられ、

その結果として、  国内はもとより国際的にも評価される質の高い研究実績をあげられ、  世界的知名

度を有する研究所に発展されております 。  こ の こ と は 、  これまで研究に励んでこられた研究者の

方々、並びに研究を支援していただいた多くの関係者の方々のご努力によるもので、深く敬意を表

するものであ り ます 。

さ て 、  今回設立された㈱ATR環境適応通信研究所は、  A T R グループ8番目の試験研究会社と

して、 人間の持つ優れた環境適応能力や行動パ夕一ンに学びこれを通信に応用することで、  複雑な

通信環境の変化に柔軟に対応できる情報通信システムの実現を目指した基礎技術の研究を行うこと

を目的に設立されたわけですが、  A T Rの他の試験研究会社と同様に優れた成果があげられるよう 、

関係者から大きな期待が寄せられているところであります。

郵政省といたしましても 、  本試験研究成果の反映による高度情報通信社会実現に向け、 可能な限

りの支援をしてまいりたいと思います。

また、  本研究所の皆様方におかれましては、 研究所に寄せられる大きな期待をご認識いただき、

試験研究に通進していただくよ うお願いするとともに、出資各機関、企業におかれましても、本研

究所の円滑な運営にご支援、  ご協力をいただけるよ う よろし くお願いいたします。
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eご寄稿

21世紀を リードする研究開発に向けて

基盤技術研究促進セ ン タ 一

理事長  田中  誠一郎

この度、  ㈱ATR環境適応通信研究所が設立されま  したこ とに 、  心よりお祝いを中し上げます。

A T Rにおかれましては、  関西文化学術研究都市の中核的機関として、  電気通信の基盤技術の分

野で多くの成果を上げ、 この4月をもって、創立1 0周年を迎えられました。  その節目となる10年目

に 、 A T R の 8 番目のプロジ ェ ク ト と し て 、㈱ A T R 環境適応通信研究所が設立され 、新たな る一

歩を記される こ とは 、  ま こ とに時宣を得たもの と考える と こ ろであ り ます 。

昨今の社会、経済の情勢は、極めて急速かっ劇的な変化を遂げております。世界では、冷戦構造

の崩壊に始まり、東欧地域等での市場経済化の進展、アジア諸国の経済発展など、世界の市場の枠

組みが大きく変化してまいりました。我が国においても、バブル経済の崩壊などにより 、将来に向

けての不透明性が增す中、 規制緩和の推進等、 これまで社会、  経済を支えてきたシステムの見直し

が進められております。

一方、電気通信分野に日を向けますと、ポケべル、携帯電話やインターネッ トが 、社会の隅々ま

で幅広く普及しっっあるなど、  通信環境の高度化が著しい進展を見せ始めており、  国民生活や企業

活動、さ らには我々の価値観やライフス夕イルをも変化させよ う と しています。

このように変化の激しい流れの中にあって、  これからの時代をリ ー ドする先端技術への期待が一

層高まっております。  特に電気通信分野にあっては、  来るべき21世紀の高度情報社会に向けて、 基

盤技術に関する研究の充実強化が急務となっており、  世界各国が技術開発に凌ぎを削っているとこ

ろであり、私ども基盤技術研究促進センター といたしま しても 、  こ うした分野における民間の研究

開発を支援すべく努力を重ねているところであります。

この度設立されました環境適応通信研究所は、 目前に追つた21世紀のマルチメディア社会におい

て 、  様々な通信端末の普及が予測される中、 安定した通信環境を維持するために、  自らが環境に適

応しなが ら変化するネ ッ ト ヮー クの実現を目指すものであります。今後、  さ らなる錯綜化、複雑化

が予想される通信環境の中で情報通信ネットヮー クを安定的に維持することは、社会、経済の安定

的かっ着実な発展のために必要不可欠であります。 その意味で本研究所が目指す研究の重要性は極

めて高いものであり、  本研究所に対する内外の期待はまことに大きいと考えるところです。

最後に、 環境適応通信研究所の研究がその目的を達成され、 豊かでゆとりある国民生活の実現の

ため、その成果が活用されていくことを祈念いたしますとともに、本研究所において研究活動を進

められる皆様の御活躍をお祈りいたしまして、  お祝いの言葉とさせていただきます。
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E ,ご寄稿

新プ ロ ジ ェ ク  ト研究の意義

京都大学工学研究科

教授  吉 田 進

電話中心のネッ  ト ヮー ク時代からいわゆるマルチメディア情報が中心のネッ  ト ヮー ク時代へと大

きな変革の時期が到来しっっある。いやむしろ、電話、 コ ン ピ ュ 一 夕 、 ネ ッ ト ヮー クなどを意識す

る こ とな く誰もがあまねく自由なコ ミ ュニケーシ ョンを享受できる社会基盤の構築に向けての動き

が始まった と考え るべ きであろ う か 。  本年2月の米国連邦通信法改正や世界各国における通信の完

全自E主1化の動きは、 ま さ に その よ う な動 き を加速 させ る も ので あ ろ う 。

今後益々大規模化、 複雑化してい く情報通信ネッ ト ヮー クを介して、  誰もがど こか らで も高度な

情報通信サー ビスを享受できる環境を構築し維持していくためには、  それ自身に内在する各種機能

を自律的に再構成する環境適応能力を具備することが必須である。  従つて、  社会基盤としての大規

模な情報通信ネ ッ ト ヮー クの再構築、変革が叫ばれているこのような時期に、人や生物の環境適応

性に学び、それを次世代の高度なネッ ト ヮー ク構築に生かそうという、環境適応通信研究所が船出

す る こ と は誠に時宣を得た も ので あ り 、  その意義は極めて大きい。

最 近 の ネ ッ ト ヮー ク基盤に関わる大きな動きの一つ と し て 、  アクセス系としての無線通信の重要

性が認識され出した こ とが挙げられる 。すなわち 、従来の固定通信ネッ ト ヮー クにラスト 1 0 ̃ 1 0 0

メ ー ト ルの無線通信ネッ ト ヮー ク を 組 合 せ る こ と に よ り 、 ユーザの利使性を画期的に向上させ得る

こ と が広 く 認識 され次 tli'代 の ネ ッ ト ワー ク の 切札 と み な さ れ る よ う に な っ て き た 。 無 線 と い っ て も

移動体を対象としたセルラ一方式であり、  従来のマクロセルに加えて、  セル半径を短縮したマイク

ロセル、  ピ コセル 、 フ ェ ム ト セル 、逆に大き く し た メ ガセル ( 衛星セル ) か ら構成 され る複合セル

ラー システムである 。 また 、無線によ る口一カルェ リ ア ネ ッ ト ヮー ク 、 デ ス クェ リ ア ネ ッ ト ヮー ク

な ど 各 種 の自得的 な ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮー ク も 加わ り 、 固定通信ネ ッ ト ヮー クを強力に支援しネッ

ト ヮー ク サー ビスを広域な領域に広げ、  人々の生活に密着させる。  この よ う な複合セルラー システ

ムの効率的連用には様々な環境通応通信技術が必須となる他、  大量の制御情報や膨大なデー タベー

ス 管理 ・ ア ク セ ス な ど 固定通信ネ ッ ト ヮー ク側との緊密な連係が必須となり 、固定 - 移動統合ネッ
ト ヮー ク全体の信頼度向上のためにも、  あらゆるレベルでの環境適応通信機能が要求される。環境

適応通信研究所が取り挙げる課題はこのような課題をも含んでおり、  その研究成果に大いに期待し

たい。

また、最近の無線の分野での話題として、動作モー ド さ ら には動作パ ラ メ ー タ ま で が ソ フ ト ゥ ェ ア

制御可能で、カ メレオンの如く環境変動に通応的に対応し得る  “s o f tw a r e  r a d i o” な る 言 葉 が 聞

か れ る よ う に な っ て き た 。  これはまさに無線通信分野での環境通応通信の走りであると考えられる。

今後益々大規模化し、 しかも時々刻々と変化する複雑な情報通信環境下において、  ど の よ う な 外

的内的変動にも影響されず、常に最通な通信ネッ ト ヮー クを自律的に構成し、  ユーザ自身も何ら通

信 ネ ッ ト ヮー ク の存在を意識する こ と な く常に最良の通信サー ビスが享受可能な情報通信ネッ ト

ワー クの構築に向けて  “環境適応通信研究所”  の大いなる発展を祈念している。
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e新会社概要

㈱ATR環境適応通信研究所の概要

会 社 設 立 : 1996年3月27日 研 究 組 織 :  社長

研 究 期 間 : 1996年3月̃2003年2月

研究費総額: 119億円

役 員:代表取締役会長 葉原 耕平

代表取締役社長 小宮山牧兒

企 画 課
課長  佐藤

第一研究室
室長 松田

第=研究室
室長 山田

第三研究室
室長 唐沢

第四研究室
室長 渡辺

彦

潤

-

男

英

芳

順

好

敏

第三研究室長 唐沢 好男

キガビ ッ トの情報を乗-せた電波や光が言縦械に 1r111

び交うヮイヤレスマルチメディア n 11r代を創出す
るため、 光と電波の融合技 '111、fをl11区使した空l111イ
ンターコネクションi支1ホfを確立したい。

第四研究室長 渡辺 敏英

自律性、適応性を内在したデバイスの研究を行

う予定です。複雑系の観点から、材料構造、デ

バイス動作機構、デバイスのネットヮーク性に

関する課題に挑戦していきたい。



e研究観要

ATR環境適応通信研究所の研究内容の紹介

環境適応の 「環境」 と い う言葉から 、  地球環境な

どのェコロジー、 あるいはEMC / E M I の略称で知

られている電磁妨害波などの電磁環境を思い浮かべ

る方もおられるか と思いますが 、 こ こでの 「環境 _1

は 、 ネ ッ ト ヮー クの集中利用による幅車実、災害など

による通信障害、  新しい通信サー ビスの出現などの

通信環境を意味しています。  情報通信システムは社

会 ・経済活動を支える基幹システムとして 、  その重

要性は指摘するまでもありませんが、 一方では、 イ

ン ターネ ッ ト や マルチ メ デ ィ ア通信に代表 され る通

信 サー ビスの多様化・高度化、パー ソナル移動通信

に対する需要の急增、災害時の通信障害、各種ネッ

ト ヮー クの接続と機能分担、 通信と放送の融合サー

ビスの展開などに既に見られるよ うに 、  情報通信シ

ステムを取り巻く環境は今後ますます複雑化すると

と もに激し く変化するものと予想されます。

利用者が、 複雑で多様な通信環境の変化を意識せ

ずに快通に通信でき る よ う に な るために 、  今後情報

通信システムに対し新しい通信サー ビスや機能の追

加・変更のし易さ、通信障害時の疎通確保、編機の

回避、 大量のマルチメデ ィア情報をど こからでも利

用者の好む形態で伝送できるこ と等が 一層要求され

て く る も の と 思われ ます 。

このため、  将来の通信システムの基本特性として、

複雑で不確定な通信環境の変化に対し、 利用者では

なくシステム自体がその機能、  構造を自律的に再構

成し適応できる能力が重要な概念になると指摘され

ています。

環境適応通信研究所は、 情報通信システムにこの

ような特性を実現する上で基盤となる技術の確立を

目的として次の 4研究課題に取り組みます。

1. 環境適応システムの構成・評価技術

2. 環境通応通信制御技術

3. 環境適応空「lf1接続構成技術

4. 高等技能デバイス技術

1 、  2の課題は、情報通信システムの構成法、制

御法をどのよ うにする と環境通応性が得られるかに

ついての研究、  3は複雑で多様な伝搬環境に適応す

る高品質無線通信技術、 4 は こ れ ら を 支 え る デノ、イ

ス技術にっいての研究です。以下に各課題にっいて

その概要を簡単に記します。

1 . 環境適応システムの構成。評価技術

多様な通信環境の中で快適な通信の利用を可能に

する、  環境適応能力を備えたやわらかい情報通信シ

ステムの構成・設計原理と、  従来とは異なる社会科

学的観点からの情報通信システムへの評価方法にっ

いて研究します。

生物には、 気温変化に対して体温を一定に維持し

た り  ( ホ メ オ ス タ シ ス ) 、 あ る刺激に対し反応を見

なが ら行動 した り  ( フ ィ ー ド バ ッ ク ) 、  自分自身の

構造を考えながら周囲の状況に適応するなどの能力

を持っています。  本課題では、 生物の こ う い っ た適

応機能に学び環境適応システムの構成原理を明らか

に す る と と も に 、  それを情報通信システム構成に応

用する こ と を研究アプローチ法の一つとして探究し

ます。 生物の適応機能は、 構成要素である細胞など

の個々の性質ではなく、  これらを要素とする集合体

( 複雑システム )  としての機能です。  人間や生物の

このような優れた環境適応能力を、  情報通信システ

ムに活用するためには、  多数のシステム要素の動的

な絡み合いによって新たな秩序を リ アル夕イムに産

み出してゆく機構などを情報通信システムに組み込

む必要があります。  このため、人間や生物の環境適

応能力のアナロジーを情報通信システムに適用する

ためのモデル化を行います。

情報通信システムの設計に関しては、  従来は例え

ば 、デバイ ス設計 、  ト ラ ヒ ッ ク 設計な どの よ う に 、

対象ごとに個別的に考察されてきました。  また、  そ

のシステムの評価では、  接続の速さ、  情報伝達の正

確 さ 、  信頼性など、  機能やレベル毎に独立な枠組み

で行われてきました。自らを変えていく環境適応系

では、相異なるレベルの機能が複雑に連係し、多様

多彩な環境変化に適応していく能力を獲得すると

考えられます。  ここでは、情報通信システムの複雑

ダ イ ナ ミ ク ス を 解析す る こ と に よ り 、 様々 な対象に

対して横断的に適用できる汎用的な設計評価法の研

究を進めます。
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今後、情報通信システムと私達の社会生活との関

係は従来にも増して密になることが予想されます。

例えば、  投票を可能 とするネ ッ ト ヮー クの実現によ

り 、  議員代表制度を基本とする現在の政治システム

の変更が迫られ、  政治システムの変更により 、  新し

い ネ ッ ト ヮー ク機能の要求や従来にない通信 ト ラ

ヒ ッ ク が 発 生 し 、 ネ ッ ト ヮー クに多大な影響を与え

ることが予想されます。また、証券取引のグローバ

ル な ネ ッ ト ヮー クができると世界中の人が時差に関

係なく金融市場に参加でき、  世界経済システムに新

た な変革 を も た ら す こ と に な り ま す 。 こ の よ う な 状

況では、  従来のように伝送の品質にのみ注意した評

価ではなく 、社会生活にどのような影響を及ぼし、

また社会生活の変更によりどのよ うな影響を受ける

かの社会科学的観点を加味して評価することが必要

と な り 、  その重要性は增大するものと予想されます。

このため、社会学 ・行動学 - 経済学 ・政治学などを
含めたより広い観点から、  人間の社会活動を分析し、

情報通信システムを評価する新たな枠組みの提案を

日指します。

2 .  環境適応通信制御技術

情報通信システムには、  様々な通信サー ビスを提

供するため情報の流れを制御、 管理するなどの重要

な役割を果たす交差点 ( ノ ー ド ) が あ り ま す 。 本研

究テーマでは、 このような交差点の集合系を中心に

して、  環境通応機能を実現する上で必要となる以下

のような新しい通信処理の技術に挑戦し、  快適に利

用できる情報通信システムの実現を目指します。

環境適応機能は、 通信情報システム自らがその働

き を変えてい く こ と に よ って 、扱いやす く手間がか

か らな くす る と と も に 、不注意によ る通信障害をな

くすためにもな くてはならないものです。  このため、

多様な通信環境、 あるいは通信環境の変化に対して、

エ ン ド ア プ リ ケ イ シ ョ ン 品 質 マ ネ ジ メ ン ト と 連 動 し

て適応する通信制御技術等の研究を行います。 この

よ うな技術が実現できると 、通信の環境変化に自律

的 に 適 応 す る こ と で 、 ネ ッ ト ワー クの持てる力を効

率的に活用でき る よ う に な り ます 。 ま た 、複雑な環

境変化か ら ネ ッ ト ヮー ク を 保 護 で き る よ う に な り ま

す。

現在增え続け る マルチ メ デ ィ ア 情報やそれ ら の

データベースなどは、  情報通信システムを構成する

装置のソフ ト ゥェア処理能力に多大な負担をかけ、

情報通信システムの快適な動作を阻害します。  こ の

よ うな問題を解決するために、多 くの要素が複雑に

絡み合う自然現象のしくみや、実数や量子論を基礎

と した新しい計算のやり方を通信や情報の処理へ応
用する研究を行います 。また 、二つのソフ ト ゥ ェア

から新しい ソ フ ト ゥ ェ ア を化学反応のよ うに合成す

る研究も行います。  ソ フ ト ゥ ェ ア の 働 き と ハー ド

ウ ェ アの複雑な振 る舞いを う ま く 連係 させ る こ と が

できると、従来の通常の逐次情報処理では解くこと

が本質的に因難と考えられていた問題を解く  こ と が

できるよ うにな り 、大容量情報を高速で処理するこ

とが期待されます。

最近、テレビゲームや三次元画像の人体への影響、

連続した映像の中に人間の気づかないほど瞬時に他

の映像を忍び込ませ映像効果を狙つ た サ ブ リ ミ ナ ル

効果、 映像と音声のズレなどが問題となってきてい

ます。 これらは、  日常接する生活環境とは違つた方

向に私たちの感覚器や心理の特性を無理やり適応さ

せるこ とが原因となっています。今後、画像情報に

接する機会が増えるにつれ、  人間の受容特性を阻害

する画像処理上の問題を避けて通ることはできなく

な る で し ょ う 。  この問題を解決するため 、 こ こでは

通信による阻害要因に着目し、  情報通信システムに

より送られた画像が、人間の行動パター ン や リ ズ ム

にどのような影響を与えるか調べます。  こ れ ら を も

と に 、  人間の感覚器や心理特性に優しいマルチメ

ディア情報の新しい通信のための処理方法を提案し、

社会活動に適合したコ ミュニケー ション環境の確立

を目指します。

図 1 に 、 課 題 1 、  2 に よ り得られる環境通応機能

の概念図を示します。

、〔::::し環境適応機能

システムが自律的に再構成

図 1  環境通応機能の概念図
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3 . 環境適応空間接続構成技術

「 ワ イ ヤ ( 光 フ ァ イ バ ) で 結 ば れ た 高 品質性 」 と

「 ワ イヤレスの利便性 」 を兼ね揃えた メデ ィアが通

信の理想と言われています。  その通信を求める環境

は、宇宙通信からマイク口マシン間通信に至るあら

ゆ る ス ケールの空間を含んで多種多様です。 こ こ で

は、 ワイヤレスの利便性をもって 、  あ たか も ヮ イ ヤ

で相手と結ばれたような高品質通信を可能にするヮ

イヤレス通信の基盤となる技術を探究します。

空間を伝播して相手に情報を届けるためには情報

を運ぶための乗 り 物 ( キ ャ リ ア ) が 必要です 。  1 秒

間 に 1 ギ ガ ビ ッ ト  ( 1 G b p s ) 以上の情報を自由自

在に届けたり受け取つた り す る こ と が求め られ る新

しい時代には、 乗り物もその運搬を担う大きい器が

必要になります。それはミ リ波や光が適しています。

情報を乗せた電波や光が共有する空間に洪水のよ う

に溢れる中で 、  10 M b p s以上の信号を正しく送受

信する こ と は 、  ワ イヤレス通信に とっては極めて困

難です。

上記の因難を克服して、  高品質通信を実現するア

プ ローチとして、以下の3つの小項目テーマを設定

しています。 1 ) パー ソナル通信・移動通信の多様

でかっ複雑に変化する環境の中で最も効率良く情報

を送受信するための無線ネッ ト ヮー ク ・ アーキ テ ク

チ ャ  ( 空間適応インター コ ネ ク シ ョ ン技術 ) の研究 、

2 )幅1表実する無線環境の中で、 F111i11を与えた り受け

たりすることなく超広帯域信号の高密度伝送を可能

にする多元信号処理技術の研究、 3 ) 超 広;端 :域 (-
ギ ガ ビ ッ ト ク ラ ス ) の 情 報 を 含 む信号 ( 電 波 や光 )

をあらゆる方向に自由自在に放射するこ とができる

アンテナやそれを実現する回路構成技術の研究です c

ギガビ ッ ト情報を空間を介して自由自在にやり取

り す る には 、  アンテナにも信号処理にも、従来技術

のブレー ク スルーが必要になります。例えば、  マイ

ク口波技術、ディジ夕ル信号処理技術のみでは、扱

える情報量に限界がありますが、光の並列信号処理

の よ う な 機 能 を 取 り 入 れ る こ と に よ っ て 、  その限界

を乗り越えられる可能性があります。  こ の よ う に 、

電波は-動度、光は光といった個別の技術を超えた融

合技術に よ っ て 、  ワイヤレス通信の高機能性が実現

できる と考えています 。  この研究の成果はインドァ

/ ア ウ ト ド ァ の あ ら ゆ る 環 境 で利用 で き る マ ル チ メ

デ ィ ア通信の 1 ユニバーサルサー ビス 1 実現にも役

立つものと確信しています。図 2に 、環境適応空間

接続構成技術の概念図を示します。

上記において、  情報を空間を伝播して相手に届け

るための乗 り物 と して 、光や電波が必要である こ と

光の世界

複雜な電波環境

1光の像

図 2  電波の世界を光に変換して超高速な信号処

理 を行 う マ ジ ッ ク レ ン ズ

を述べました。  と こ ろ が 、  ギガビ ッ ト ク ラ ス の情報

はそれ自身が電波 ( マ イ ク ロ波 ) の領域であ り 、 乗

り物なしで自立して相手に届くかもしれません。さ

ら に 、 マ イ ク 口マシンのよ うな極微の装置との情報

交換に対しては、 従来の無線伝送概念 ( = 送 り た い

ものを乗り物に乗せてアンテナから送り出すという

よ う な 方 式 ) は 通 用 し な い で し ょ う。 こ の よ う な 、

新しい時代に求められる通信に対して、  夢と思われ

る よ う な新しいパラダイムの創成にも力を注ぎたい

と 思つています。

4 .  高等機能デバイス技術

環境適応情報通信システムを実現する上で、  その

基本要素であるデバイスにも種々の特性が要求され

ます。 ここでは飛躍的な通信量の増大に対処できる

新しい通信処理を可能とするデバイスに関連した材

料構造の研究、 多様な通信システム間の電波や光の

伝送媒体によらない自由な接続を可能とするシステ

ムデバイス 、  更に自律的機能を持つてい るデバ イ ス

に関する研究を実施します。

デバイスの基本特性は、  その材料物性およびデバ

イス動作原理として利用している物理現象に大きく

依存 し てい ます 。 量子ナ ノ構造 ( 量 子細線 、 量子

箱 )は、サイズ ̃ 1 0 n mの半導体微細構造で、  こ の

微小領域に電子を閉じ込めることにより生じる量子

サイズ効果を利用して、新しいデバイスへの応用が

期待されています。  2次元的に閉じ込めた構造を量

子細線、 3次元的に閉じ込めた構造を量子箱と呼び

ます。

材料構造の研究では、 自由な材料構造を実現でき

ると考えられる量子ナノ構造に関する作製技術の確

立を図るとともに量子ナノ構造間の非線形相互作用

に基づ くダ イナ ミ ッ ク な物理現象の発見、解明を試

9
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みます。 こ れ に よ り 、  量子ナノ構造間の近接相互作

用を利用した並列分散型信号処理素子やフォトニッ

クバンド結晶などの新しい光デバイスへの展開が期

待できます。

将来の光と無線技術が有機的かっ高度に融合した

通信システムを実現するためには、  通信媒体間や通

信ポイン ト間の自由でダ イナ ミ ッ ク な接続 、変換を

可能とするデバイスが不可欠となります。  こ の よ う

なシステムデバイスに関する研究では、  「環境適応

空間接続構成技術」 と連携をと りながら 、例えば、

光一電波間の変換を行う光電波融合デバイスや光や

電波のマルチビームを自由に制御できるデバイスの

実現を日指して研究を進める予定です。 具体的には、

システムデバイスの構造として、  半導体超格子構造

や量子井戸構造、 さらには量子ナノ構造を検討し、

特に、 それら構造における光と電子の相互作用、

キャ リ アや電荷ド メ イ ンの移動などに基づ く物理現

象の利用を図り、  超小型かっ高効率な通信媒体間の

接続、 変換デバイスの実現を試みます。

時々刻々変化する環境に適応し、 常に最適な条件

で通信を行うためには、  通信システムの基本処理要

素であるデバイスにおいても 、  環境変化に適応しダ

イナ ミ ッ クに機能、処理などが変化し 、自律的に通

信システムの再構成を可能とする従来にない自律機

能を有するデバイスの出現が求められます。

自律機能デバイスの研究では、 生体の自律適応機

能を模倣し、外部環境の変化に対しダイナ ミ ッ クに

機能の変更や再構成が可能となるデバイス概念の提

案およびその要素技術の確立を目指し、 研究を実施

する予定です。具体的には、自律的な振る舞いをす

る種々の物理現象に注目して、その解明、制御そし

て利用に関する研究を実施します。 特に、  非線形ダ

イナ ミ ッ ク相互作用によ り発生するカオス 、時空間

パ夕一ンの形成などを中心に研究を進め、 物理レベ

ル、デバイスレベルでの自己組織化、再構成、 自己

修復などの高等機能の実現を試みます。 また、  こ れ

ら自律機能デバイスが情報ネッ ト ヮー クの中で互い

に影響を及ぼし合う相互作用の効果、 即ち、  協調や

競合などの効果を明らかにするための研究も実施し

ます。 このよ うな自律適応機能を有したデバイスの

研究により、将来的には、例えば通信の幅1唆を自律

的に避けながら通信情報を常にネッ ト ヮー ク全体に

バランス良く振 り分けを可能とする新しいデバイス

が実現できる もの と期待しています 。図 3 に 、高等

機能デバイスの概念図を示します。

以上、研究概要にっいて述べましたが、研究室体

制は上記 4テーマに対応した 4研究室から成つてお

り、 3 0名の研究員で研究を開始したところです。最

終的には50名規模を予定しています。第 1 、 第 2 の

テーマについては研究アプローチ法がかなり目新し

いこともあり、外部研究機関との連携を特に積極的

に行い、研究の立ち上げ、推進の効率化を図ります。

ま た 、 第 3 、 第 4 の テーマにっいては、 A T R光電

波通信研究所で培 つた技術を十分に活用していきま

す。

今後とも 、ご指導、ご支援をよろし くお願いしま

す。

図 3  高等機能デハイスの概念図



A T R 創立  10 周年を盛大に祝う

ATRは今春、 創立10周年を迎え、 4月 4日、  10周年記念式典をATRで行いました。 当日は、 多数のご

来賓を始め約350名のお客様をお迎えして、記念講演、記念式典、狂言祝舞の他、午後からは、中庭にお

いて記念パーティが開かれる等、盛会のうちに終了しました。

A T R は 、  電気通信分野における基礎的 ・独創的研究の一大拠点として産 ・学 ・官の幅広いご支援を

いただき昭和6 1年に設立、大阪市内での3年間の暫定研究所を経て、昭和6 4年4月に関西文化学術研究

都市の中核的施設として本研究所を開所し、  今年で創立10周年を迎えました。

記念式典には、  山口郵政政務次官ほか多数のご来賓及び産 ・学 - 官から関係者約35 0名が出席し、
A T R の これ までの研究成果を報告する と と も に 、  次なる1 0年に向けて新たな飛躍を誓い合いました。

まず、  式典に先立ち、  A T Rの設立準備委員会の座長

を務 め  られた科学技術会議議員  ・ 大阪大学名誉教授熊谷

信昭先生の記念講演 「 A T R 一 これまでの 1 0 年 ・ これか

らの 1 0 年 」 が行われ 、続いて 「 A T R 1 0 年のあゆみ 」が

ビデオ紹介された後 、式典に入 りま した 。

式典では、  主催者を代表して日要社長が、  「 A T R の

あ るべき使命 と今後の抱負 l  にっいて換拶。

ご来資を代表して、  山口郵政政務次官、 荒巻京都府知

事、豊田基盤技術研究促進セン夕一会長、川上関西経済

団体連合会会長からご祝辞をいただきま した 。  引続いて、

A T R の研究開発活動に貢献のあった 、  住 宅 ・ 都 市 整 備

公団関西支社関西文化学術研究都市整備局、木津警察署、

熊谷先生記念講演

木津町、  精華田了及び精華町消防本部の 5 団体に対し感謝状を贈呈しま  した。

この後、  3月 2 7日に設立した㈱AT R環境適応通信研究所の披露を行い、  小宮山社長が換拶に立ち、

新会社の研究開発活動にっいて、  その概要と抱負にっいて語 り ま し た 。

また 、橋本総理大 Ef1 ・ 日 野 郵 政大臣 ・ モ ン デール駐日

米大使及びノ ーベル物理学賞受賞者マレー ・ ゲルマン博

士他内外から多数の祝電 - メ ッ セー ジ を い ただ き 、  こ れ
ま で の 成 果 に 対 す る お ほ め の 言 葉 と と と も に 、 今 後 の

A T R に対する 、  大きなご期待が寄せられました 。

フ ィ ナー レは、茂山千之丞氏による狂言祝舞「三番三

( さ ん ば そ う ) 」 で 、 新 た な 門 出 を 盛大 に祝 い ま し た 。

式典終了後は、 場を中庭に移して 、  晴天に恵まれた陽

春の光の も と 記念パーテ ィ が 開 かれ 、 和や か な 111;:囲気の

う ち に終了 し ま し た 。

今回の式典模様は 、新聞各紙に大き く報道され 、関西

学研都市の1 0年目とあわせ、  A T Rの研究成果等に対し

て広 く t1 l 開の注E 1 1を集めることとなりました。

記念パーテ ィ  -

1l f
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A T R成果報告会を好評開催

/
4月26日、 東京大手町の経団速会館においてATR成果報告会を開 f接し、 終了プロジェク トの研究成果を
報告致しました。 当日は多数のお客様のご来場を長易り、 ご好評を頂きました。

A T R成果報告会は、  主に研究活動を終了  した研究所

の成果をご紹介し、  ご活用の足掛か り と して頂 く場 と し

て 、  研究活動終了の機会を捉えて開催致しております。

3 年 ぶ り の開催 と な り ま し た今回は 、 葉原副社長に よ

り ます A T R各研究所の成果概要報告を行いました後、

通信システム研究所及び光電波通信研究所の研究成果の

報告を各社長及び元研究室長から行いました。

堀内先 生ご ,11lま 、11j1風 i111

集原副社長の報告風量

特に今ln1は、 1用溢的基盤研究の意義と,11i1:略性1 と
題 し て 、  l,1-不lf田大学  jll111内和大数授のご識演を「」iく な
ど 、 よ り  - 11-f1 究実したものと致しました。

会場内はl :-1l11fiか ら お l1 1 '1111に な  っている企業及び大学等の関係機関から約2 0  0名の方々のご来場を1f! き
ま した 。当日は分か り易 く印象深い内容とするため 、  コ ン ピ ュ ー タ を 用いたプ レ ゼ ン テー シ ョ ン を 行 い

ご来場頂いた方からはご好評を 「員き ま し た 。

また 、  成果にっいての資料請求を多数頂く  な ど 、  非常

に大きな関心をお示し頂きました 。

今後は さ ら に成果 を ご活用頂 きやす く す る よ う 関連情

報の提供方法等にっいて改善を検言、j し て い き た い と 考 え

て お り ま す c

体 想 n 、:f 開を利用した交流1重し 、'1i

/ /



A T R顔 と物体認識シ  ンポ  ジ ウ ム を 開 催

( A T R  S y m p o s i u m  o n  Face  a n d Object Recogn i t i o n ' 96 )

昨年に引き続き、 ATR人間情報通信研究所主催の顔と物体認識シンポジウムを1月22日 (月 )  から25目

(木 )  の4日間にわたり開催いたしました。国際電気通信基礎技術研究所との共催によるATR科学技術

セ ミ ナー として期間中の午後に開催した講演会には、工学、心理学、生理学などの多様な分野から顔や物

体の視覚認識に関する研究の第一線で活躍している100名以上の研究者が参加し、 活発な議論が行われま

した.

人間同士の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、  顔は重要なメ  ッ セー ジを伝えています 。  こ の よ う な メ  ッ

セー ジを読み取る こ とができ る人間の優れた認知 メカニズムを明らかにし 、  こ れ を コ ン ピ ュー タで実現

で き る よ う に な れ ば 、 マ ル チ メ デ ィ ア 通 信 に よ る f a c e - to - f a c e の自然なコ ミ ュニケー シ ョ ン の 実現や、
機械の存在を意識 させない 、人にや さ し い イ ン夕 フ ェー ス の 実現に も 大 き く 寄 与す る で し ょ う 。 そ の た

めには、  顔を 3 次元物体 と し て 、  また視覚と聴覚などが融合したマルチモーダル な情報源 と し て と ら え

るという新しい研究の視点にたち、計算理論、心理物理学、認知心理学といった分野の壁を超えた t r a n s

- d i s c i p l i n a r yなアプローチによる研究の展開が必要です。

本シンポジ ウムは このための意見交換 - 討論の場とするために 、  昨年に引き続いて開催したもので、
期間中の午前には、  本 テーマに関連する研究項目にっいて A T R 研究者によ る発表 ・ デモを中心 と し て 、

招待講演者 との討論会を実施 し ま し た 。 ま た午後には 、米の T . ポ ジ オ教授 ( M I T ) 、 英 の V . ブ ルー ス

教授 ( S t i r l i n g大学 ) 、独のH . ブ ル ト フ 教 授 ( M a x  P l a n c k 研究所 ) 、 米の D . マ ッサ ロ教授 ( U C  S a n t a

C r uz) ら 、  内外の第一線で活躍する12名の招待講演者、 ならびに 3名の A T R研究者による計 1 5 件の講

演発表が科学技術セ ミ ナー と し て行われ 、聴講参加者を交えて活発な意見交換が行われま した 。特に今

回は、  「 顔 」 を対象 とする研究の着眼点と して 、  「 3 次元物体としての顔 」  「感性的な情報源としての

顔」 に 加 え 、 新 た に 「 視聴覚にまたがるマルチモー ダルな情報源 と し ての顔 」 を と り あげ ま し た 。  こ れ

までは個別に議論される場合が多かった画像の認識 - 生成と音声の認識 ・生成に関して 、  「 顔 」 と い う
共通の対象をと り あげて視聴覚情報の相互依存性が活発に議論されたこ とは大きな意義があった と考え

られます。

He i n r i c h  Bu l t h o f f教授

Toma so  Po g g i o教授 Vick i  B r u c e教授

D om i n i c  Ma s s a r o教授

◆主  催 A T R人間情報通信研究所、  な お A T R 科 学 技術 セ ミ ナー と し て開催した講演会は国際

電気通信基礎技術研究所との共催

◆日  時 平成 8年 1月 2 2 日  ( 月 ) ̃ 2 5 日  ( 木 )

〇場 所 A T R大会議室  ほか

◆参加者 4 回の講演会には 、招待講演者及びA T R か らの講演者に加えて 、社内 、大学 、有力研

究機関を中心に、  延べ354名が参加

1 3
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第 1回 A T R  M I C知的エー ジ ェ ン ト ヮ ー ク シ ョ ッ ブ を 開 催

( F i r s t  A T R  M I C  Inte11igent Agen t  Work s h o p )

-Mu l t i - moda l i t y , I n t e r a c t i v i t y  a n d  Creat iv ity of I n te l l i gen t  Agents-
ATR知能映像通信研究所主催で 「第 1回A T R  MIC知的エージェントヮ ー ク シ ョ ッ プ 」  を、  3月14日

( 木 ) と 1 5日 (金 )の 2日間にわたり開催いたしました。この分野の第一線で活 1報している国内外の研究

者100名以上が参加し、活発な議論が行われました。

AT R知能映像通信研究所では、  さまざまな人間の創造的活動を支援する次世代の知的エー ジ ェ  ン ト

シ ステ ムの実現を 1 つのテーマとして研究しています。  こ の ワー ク シ ョ ツ プは本テーマに関する最新の

研究成果や研究課題を議論して、今後の研究の方向性を確認することを目的として 、国内外からこの分

野で活躍している著名な研究者を招待して開催いたしました 。

本 ワー ク シ ョ ッ プ で は 、 マ ル チ モーダ ル で イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支援環境に関す る

テーマに焦点をあて、  コ ン ピ ュー タ グ ラ フ イ ク ス を中心に多分野の研究者を迎え 、 エー ジ ェ ン ト 生成 、

エー ジ ェ ン ト と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 等 にっ い て 、 N . バ ド ラ 一 教 授 ( ぺ ン シ ル ノ、ニ ア 大 学 ) 、 K パー リ
ン 助 教 授 ( ニ ュ ー ヨ ー ク 大 学 ) 、 I . エ ッ サ l専 士 ( M I T ) 、 B . ブ ラ ン ハー グ 博 士 ( M I T ) 、 長 尾 確 博 士

( ソ ニー C S L ) 、 長 谷 川 修 博 士 ( 電 総 研 ) が 招 待 講 演 を 行 う と と も に 、 当 研 究 所 の 研 究 員 8 名 に よ る

研究成果の発表講演が行われました。  当研究所の成果見学会も実施し、  当研究所が推進 し てい る アー

テ ィ ス ト と技術者の研究協力の成果作品などを興味深 く見学して頂きま した 。なお 、当研究所に関連の

深いATR通信システム研究所の整' , i1場感通信会議システムの見学も併せて行われました。

B .  B l umb e r g専士の講演の模様 M I C  E x p l o r ati o n  Space

( S o mme r e r & M i g n o n n e a u の作品 )
に集 ま っ た 招待講演者 ら

〇主  催 ATR知能映像通信研究所

〇 l i  時 平 成 8 .年3月14 l 1  ( 木 ) 、 1 5 l -1 ( 金 )

〇場 所 A T R大会議室等

〇参加者  招11'1f講 演 者 な ら び に A T R か ら の 一 lt-1黄者の他、 大学、  関係する研究機関を中心に1 1 9名
が参加



「高密度原子ステップ面の応用」  A T R光電波シンポジウムを開催

- G a A s  ( 11N)  面の可能性一

ATR光電波通信研究所主催で 「高密度原子ステップ面の応用」 に関する光電波シンポジウムを、  3月  1

日(金)に開催いたしました。この分野の第一線で活躍している研究者70名以上が参加し、活発な議論が

行われました。

A T R光電波通信研究所では、化合物半導体結晶の高指数面に関して、新しい物性の探索及びその利

用による通信デバイスの高性能化、  高機能化を目指して研究を進めて来ました。  当研究所のプロジ ェ ク

ト の 終了を迎え るに あた り 、  漸 くデバイ ス化応用が見えてきた高指数面や微傾斜面 ( 両面を含めて高密

度原子 ス テ ッ プ面 と 呼ぶ )  にっいて、研究の現状を紹介し、  その可能性を探るこ とを日的に本シンポジ

ウ ム を 開催 い た し ま し た 。

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 西 永 銀i教授 、 白 木 培 寛教授 、 平 川 一 彦助教授 ( 以 上  束京大学 ) 、 冷 水 佐

壽教授 、 中 島尚男教授 、 下 村哲助教授 ( 以 上  大販大学 ) 、 福 井率志教授 ( 北 海道大学 ) 、 堀 越佳治

氏 ( N T T 基 礎 研 究 所 ) 、 大 歳 創 氏 ( 日 立 製 作 所 ) を 招 い て 、 高 密 度 原 子 ス テ ッ プ 面 に 関 し て 、 結 晶 成

長機構、不純物ドー ピ ング メ カニズム 、  量子ナノ構造の形成、  およびデバ イ ス応用にっいて講演して頂

く と と も に 、  当研究所の研究員 2名によ り高指数A面のデバイス応用に関する最新の研究成果を紹介い

たしま した 。各講演と もに 、聴講参加者を含めて活発な意見交換が行われました 。

西 永 銀 教 授 冷水佐壽教授 会場の模様

◆ 1 -l 催 A T l i 光電波通信研究所
◆ l l  時 平成8年 3月 1 f 1 1  ( 金 )

◆場 所 A T R大会議室

◆参加者 fli待講演者ならびに A T R か らの講演者の他 、  大学、  関係する研究機関を中心に7 4名が

参加
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「光電波融合技術と通信への応用」  A T R 光 電 波 シ ン ポ ジ ウ ム を

ATR光電波通信研究所主催で 「光電波融合技術と通信への応用」 に関するATR光電波シンポジウムを、

3月15日(金)に開催いたしました。この分野の第一線の研究者から講演をいただき、約130名の参加者

があり活発な議論が行われました。

近年、 無線通信分野に光ファイバ通信技術を積極的に取り込む、  光 と マ イ  ク ロ波との融合分野の研究

が盛んになってい ます 。  A T R 光電波通信研究所で も ミ リ 波 - 光 フ ァ イ バ リ ン ク を 用 い た 将 来 の パー ソ
ナル移動通信の研究を進めています。  本シンポジ ウ ムは 、  光 フ ァ イ バ無線技術 と それ を支 え る 光電波融

合技術について、  基礎から実用システムまでの技術を討論し、  今後の発展の方向を探るこ とを目的に開

催 され ま し た 。

午前は 、 米山教授 ( 東 北大学 ) か ら 、 研 究生活 を振 り 返 り な が ら 、 マ イ ク ロ 波 と 光デバ イ ス の技術開

発の哲学やそれぞれの技術者の考え方の差異な ど 、 伊藤教授 ( U C L A ) か ら 、 最新の光マ イ ク 口波 ア

ンテナおよびデバイス技術の紹介、 飯塚教授 ( ト ロ ン ト 大 学 ) か ら 、 低 周 波 の電波 か ら 光 に 至 る 極 め て

広い範囲にわたる電磁波の計測応用技術について、  それぞれ非常に興味深い講演を頂きました。

午後は、  5 名 の講師か ら ミ リ 波帯光変調器など具体的なデバ イ スの研究動向 、光 フ ァ イバ無線シ ステ

ムの実用化例と技術課題、  ミ リ波帯への応用、信号処理機能への応用など、基礎から実用、  さ ら に 将 来

システムまでの広範囲な技術の研究紹介があ り活発な議論が行われま  した。

また 、  l ミ リ 波 光 フ ァ イ バ 通 信 シ ス テ ム _1 と l 光 制 御 ア ン テ ナ 」 の デ モ ・ 見 学 会 を 行 い ま し た が 、 見

学会の回数を急遽增やす程盛況でした。  懇親会でも光技術者とマイ ク ロ波技術者との間で活発な意見交

換が行われるなど 、両分野の技術者の交流を図る こ とができま した 。

米 l」 l 教 授

◆主 催 A T R光電波通信研究所

◆日  時 平成 8年 3月 1 5 日  ( 金 )

◆場 所 A T R大会議室

◆参加者 約130名(外部から113名)

伊 藤 教 授



A T R科学技術セ  ミ ナ ーの開催状況

ATRでは、  先端分野の第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演いただく

ATR科学技術セミナーを開催しています。 毎回多数の参加をいただき、 講師との活発な討論も行われ、

それぞれの先端分野の研究情報交流の場としての役割を果たしています。

第36回 96年1月12日 ( メ デ ィ ア 科 学  第 2 回 )

ポ リ ュ ーム ビ ジ ュ ア ラ イ ゼー シ ョ ンの動向  Ar i e  E . K a u f m a n  (= ユー ヨー ク州立大学 )

コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ フ イ  ックス分野で最近注目を浴びてい

る ボ リ ュ ーム レ ン ダ リ ン グ技術の第一人者であ る A . E . カ

ウ フ マ ン 教 授 に最近 の ボ リ ューム ビ ジ ュ ア ラ イ ゼー シ ョ ン

の 動 向 に っ い て ご 講 演 い た だ き ま し た 。  C A D や医用シ

ミ ュ レー シ ョ ン 、  ア ニ メ ー シ ョ ン な ど多 くの與味深い応用

例が示 さ れ ま し た 。  ま た 、 現 存 し て い る サー フ ェ ス グ ラ

フ ィ ッ ク ス の ア プ ローチを置き換え る とい う革命的可能性

にっいての示唆は大変興味深いものがありました 。

A r i e  E . K a u fma n 教授

第37回̃第40回 96年1月22日̃25日 (人間情報科学 第28回̃31回)

4 日 間 に わ た り  < 顔 と物体認識に関するシンポジウム特集 > と し て合同講演会を開催いたしま した c

関 連 記 事 「 顔 と 物 体 認 識 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム l -

「顔と3次元物体の言忍識」 一 その計算論的研究一 (第37回 96年1月22日)

事例からの学習に基づく  v i e wの対応づけに関する考察  Tomaso  Pogg io  ( M I T )

3 次元物体認識のための双方向性ネッ ト ヮ ー ク 安 藤 広 志 ( A T R )

E d i o s :生物の視覚に学んだ顔認識システム  M i c h a e l L y on s  ( U SC )

形の表現のための類似性の定義に関する考察  S h  i mo n  Ede lman  (We l zmann  lnst i tute)

「 顔 と 3次元物体の認識 」 一 その心理物理学的研究一 (第38回 96年1月23日)

V i e w に基づ く物体認識 : 部分 、対称性 、照明の役割  Heinr ich B u l t h o f f ( M a x - P l a nok l n s t i t u t e )
顔による人種 ・性の認知に関する心理物理 ・計算論的研究  Al i ce  J . 0'Tool (Un i v . of Texas )

顔の認識における視点依存性の比較検討  P h i l ippe Schyns  ( A T R )

顔画像の主成分分析と人による顔知覚との関係  M ike B urton ( U  n i v . o f  Gl a s gow )

「社会的な信号の担い手としての顔の役割」  (第39回

顔の発する社会的信号の知覚と理解

顔画像の時系列的変化に伴う表情認知の分析

顔表情に よ る 感 情 の カ テ ゴ リ 認 知

96年1月24日)

V i c k l B r u c e ( U n i v . of S t i r l l n g )

吉川左紀子 ( 追 手門学院大 )

Nancy E t c o f f ( H a r v a r d  Med i c a l S choo l )

「 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンにおけるマルチモーダルな情報の担い手としての顔」  (第40回 96年1月25日)

語者の顔の合成と認知  Dom i n i c  M a s s a r o ( U C  Santa  Cruz )

音声知覚における読唇情報の役割分析および外国語の習熟度とのかかわり  積山 薫 ( 金沢大 )

顔の動作モデルに基づく話者の顔の与える視聴覚情報の役割分析  Er ic  Bateson ( A T R )

人と計算機における視聴覚情報の統合による発話の認識  Chr i s t i an  Benoit ( U  niversite S tendha l )

〔お問い合わせ先〕  A T R科学技術セ  ミ ナ 一事務局

メ デ ィ ア 科 学 担 当  F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 4 0 8 , E - m a i l : s h i m e n o @ m i c . a t r .co. j p
人間情報科学担当 F AX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - m a i 1 : m i e k o @ h i p .a t r .co. j p
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e設立総会模様

平成 8年 3月 2 7日に、  ㈱A T R環境適応通信研究所の設立総会が開催されま  した。 発起人総代の三洋

電機株式会社菅晃氏が議長に選任され、会社設立に必要な議案として 、新会社設立準備会から会社設

立に関する事項の報告等があり 、その後定款の承認、取結役および監査役の選任等滞りなく終了致しま

した。

選任された役員は次の とお りです 。

代表取締役  会 長

代表取締役  社長

取締役

取締役

取締役

監査役

監査役

e受 賞

葉 原  耕 平

小宮山牧兒

田 邊  忠夫

川島幸之助

嶋谷  吉 治

角田  J順次

田 中  恒

設立総会模様

☆ ブ レ イ ン サ イ ェ ンス振興財団  第10回塚原仲晃記念賞 (1996年3月21日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

運動学習に関す る計

算論的研究

A T R人問情報通信研究所

第3研究室  室長

早 く  て滑らかな多関節連動は、  制御対象の

内容モデルが学習によって脳内に獲得され

て、  はじめて可能となる こ と を示した 。

川人 光男

☆科学技術庁 第55回注目発明 (1996年4月15日)

受 賞 功 績

対話音声認識装置

受 賞 者 所 属

A T R自動翻訳電話研究所

言語処理研究室 研究員

デー タ処理研究室 室長

内 容

本発明は、 音声認識装置が出力する複数の

文候補に対し、  現在の発話に至るまでの統

計的な履歴情報に基づく対話モデルを用い

て、文脈的に最も尤もらしい候補を選択す

る装置である。

永田 昌明

森元  還

☆日本科学技術情報センター 第31回日本科学技術情報セン夕一賞学術賞 ( 1996年4月16日)

受 賞 功 績

類似検索方式 と そ の

高速化 に 関 す る 研 究

受 賞 者 所 属

A T R音声翻訳通信研究所

第3研究室  主任研究員

第3研究室  主任研究員

第3研究室  研究員

第3研究室  室長

内 容

単語間の意味的な類似性を使つ た言語表現

間の類似度を計算する方式、 な らびに検索

キーが曖味でも類似表現を高速に検索する

方式を提案し、  文献検索や言語翻訳などに

応用して高い精度を達成した。

隅田英一郎

古瀬  蔵

大井 耕三

飯田  仁 ・



e登録特許の紹介

特願平04-162807 No.2000165
視線一致補正装置

画像通信において、 話者同士の視線を複雑なメカニズムを使用することなく一致させるための装置である。

具体的には、 送信者のまぶた領域と眼球領域の形状変化情報を符号化し、 受信側で検出した受信者の視線方

向を考慮して、  送信側で符号化されたまぶた・眼球領域情報をコンピュ一夕画像に置き換え、  双方の視線が

一致するよ うにその形状変形を行い、顔画像と変形されたコンピュ一夕グラフィ ッ クス画像を合成 ・提示す

る よ う に し た 装置で あ る 。

e所員往来

採用  年月日 A T R 所属 氏 名 出向元等

H 7 . 12. 13

H 8 . 1 . 83 . 13 . 13 . 13 . 13 . 1

3 . 18

3 . 18

3 .  18

3 .  18

3 .  25

4 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 . 14 . 1

4 . 1

( 音 ) 第三研究室  主任研究員

( 人 ) 第六研究室  研究員

( 国 ) 経 理 部  財務課長

( 音 ) 企 画課長

( 映 ) 第二研究室  主任研究員

( 映 ) 第二研究室  研究員

( 環 ) 第一研究室  室長

( 国 ) 総 務 部  総務課  係長

( 国 ) 総 務 部  財務課 係長

( 国 ) 経 理 部  購買課

( 音 ) 第一研究室 研究員

( 映 ) 第三研究室  研究員

( 国 ) 経 営企画部  次長

( 環 ) 第一研究室 主幹研究員

( 環 ) 第一研究室 主幹研究員

( 環 ) 第二研究室  主任研究員

( 環 ) 第二研究室  主任研究員

( 映 ) 第一研究室  研究員

( 映 ) 第二研究室  研究員

(映 )第三研究室  研究員

( 映 )第五研究室  研究員

( 映 ) 第一研究室  研究員

( 映 ) 第四研究室  研究員

( 音 ) 第二研究室  研究員

( 音 ) 第二研究室  研究員

( 音 ) 第二研究室  研究員

( 音 ) 第三研究室  研究員

( 音 ) 第四研究室  研究員

( 人 ) 第二研究室  研究員

( 人 ) 第五研究室  研究員

( 人 ) 第二研究室  研究員

( 人 ) 第二研究室  研究員

( 人 ) 第三研究室  研究員

脇田 由実

F . G e r s

和田 薫二

菖蒲奥 純治

前川  督雄

S i d n e y  S. Fe l s

松田 潤

佐値 和義

市田  稔

西田  義一

塚田  元

朴 鐘一

曽根  正

川合 誠

荻野 長生

種田  和正

井桁 和浩

大塚 尚宏

江谷 為之

田中  昭二

越知 武

棚沢  順

小磯 花絵

藤沢 謙

北川 敏

Wen D i n g

山本 和英

E r i c  M. V i s s e r

磯野 勝宣

字和 伸明

吉川  左紀子

山本 意司

琴坂 信裁

松下電器産業

ド イ ッ ( ハ ノーバ一大学)

N T T

N T T

N T T

カナダ

N T T

N T T

N T T

N T T

N T T

韓 国

N T T

N T T

K D D

N T T

N T T

ア ン リ ッ

富士通関西通信システム

三菱電機

C S K

日本ヒューレット・パッカー ド

日通工

宇都宮大学大学院

豊橋技術科学大学大学院

富士通

イ ン テ ッ ク

三洋電機

追手門学院大学

新潟大学

理化学研究所



退職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R 所属

H 7 .  12. 15
12. 28
12. 31
12. 31

H 8 . 1 .  8

1 . 15

2 . 2

2 .  29
2 .  29
2 .  29
2 . 29
2 .  29
2 .  29
2 .  29
2 . 29
2 . 29
2 .  29
2 .  29
2 . 29

3 .  7

3 .  30
3 .  30
3 .  31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 .  31.
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 3 ]
3 .  31
3 .  31

C S K
富士通
住友金属工業
松下電器産業
ア メ リ カ ( ボ ス ト ン 大 学 )
N T T ソ フ ト ゥ ェ ア
オー ス ト ラ リ ア
N T T
N T T
N T T
N T T
キ ャ ノ ン
N T T
N T T
ド イ ッ
N T T
N T T

富大学
N T T
N T T
N T T
N T T
束洋情報システム
N T T
N T T
N T T
N T T
住友金属工業
日本電気
日本ヒューレッ ト ・パッカー ド
富士通関西通信システム
日立製作所
沖電気工業
東洋情報システム
三洋電機
沖電気工業
さ く ら ケー シーエス
住友電気工業
クボ夕

近識日本鉄道
イ ン テ ッ ク
日通工
日本ヒューレット ・パッカー ド
イギリス(Ed inburgh大学)
三洋電機
フ ラ ン ス

松下電器産業
広島大学
ア メ リ カ
N T T
K D D
郵政省通信総合研究所
日本ヒューレット・パッカー ド
郵政省通信総合研究所
古野電気
N T T
新日本製鐵
ア ン リ ッl日本ヒューレット ・パッカー ド
村田製作所
三菱電線工業
浜松ホ トニ ク ス
日本ビク夕一
三洋電機
村田製作所
松下電器産業

田 代  敏久
潮田  明
平川  邦昭
小林 康
Mi c h i e l B a c c h i a n i
大久保 吉 徳
A n d r e w  H u n t
大澤 淳二
石津 正商洞
森脇  俊雄
下村 隆夫
北村  喜文
宮本  安隆
松永 昭一
Detlef K o l l
相川 清明
大塚 作一
金沢 真美
安部  伸治
政岡  秋則
太田  理
小川 英一
酸田  裕史
石川 修
小林 吉純
田 倉  昭
河原出奇 裕期
吉田  和意
世良 考:文
沖 也一、一j 志
樓木 浩
原田  英=
上田 住寛
若林 学
鶴fa 崇昭
近藤  良樹
和田  降
桑原 教彰
成山 桂一
中村  直考:
吉 田  美 、 j一夫
坂本 博之
藤尾  茂
A l a n  W . B l a c k
大井 耕三
友清  性子
尾島 修一
加藤 比接,子
E d  G a n b l e
奥村 一郎
宮崎 哲弥
三浦  青lll
田 中  豊久
木村 和宏
堀江 章夫
皆川 晃
三村 秀典
下田平 寛
松井 -一浩
井田  裕
澤田  久
細田  誠
大田原 一成
富永  浩司
平井  学
畑 幸一

( 音 )第四石fF究室
( 音 ) 第三研究室
( 国 ) 総 務 部
( 人 )第三研究室
( 音 ) 第一研究室
( 国 ) 企 画 部  開発室
( 音 ) 第二研究室
( 国 ) 経 理 部  財務課
( 国 ) 経 理 部  財務課
( 国 ) 経 理 部  長総買課
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ .:,: ア 研究室
(通 )知能処理研究室
( 音 ) 企 画 課
( 音 ) 第一研究室
( 音 ) 第三研究室
( 人 ) 第 -研究室
( 人 )第五研究室
( 人 ) 第二研究室
(映)第イ1fF-究室
( 国 ) 総 務 部  人事課
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 光 ) 無 線通信第 ,二研究室
( 国 ) 企 画部  開発室
( 通 ) 企 画 課
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
(通 )知能処理研究室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア イ1J f究室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
(通 )通信ソフトゥェアイ1 f f究室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室

( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究室
(通 )通信ソフトゥェアイ1 f f究室
(通)知能処理イ1fF究室
(通)知能処理イ1ff究室
(通 )知能処理石ff究室
(通 )知能処理研究室
( 音 ) 第一研究室
( 音 ) 第 1 _研究室
( 青 ) 第二研究室
( 音 ) 第三研究室
( 音 ) 第 四研究室
( 人 ) 第 :7i研究室
( 人 ) 第一研究室
( 人 ) 第四研究室
( 光 ) 企 画課長
( 光 )無線通信第一研究室
( 光 ) 無 線通信第一研究室
( 光 ) 無線通信第一 石ff究室
( 光 )無線通信第一研究室
( 光 )  無線通信第一研究室
( 光 )無線通信第二研究室
( 光 ) 無 線通信第 _二 1l,1f究室
( 光 ) 無 線 通 信 第 _ _研究室
( 光 ) 無 線通信第 _研究室
( 光 )無線通信第二研究室
( 光 ) 無 線通信第 :研究室
( 光 )通信デバイス研究室
( 光 ) 通信デバイス研究室
( 光 ) 通信デバ イ ス研究室
( 光 ) 通信デバイス研究室
( 映 ) 第 一イ1J F-究室
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e外部発表状況

(平成7年10月から平成8年3月末における学術論文 ・学会発表等一覧。 但し、 一部前回記載漏れを含む)

A T R知能映像通信研究所

1. Sommerer, Mignonneau:''Trans Plant ',”Imagination” 26
-catalogue,Tokyo Metropolitan Museum of Photography,,
Japan1995(95.04)

2. Sommerer, Mignonneau:'ANTHROPOSCOPE/PHOTOTROPY',,
ARTEC'95Symposium(95.04)
3.Sommerer,Mignonneau:'A-Volve',Interactive Media
Festiva1(95.05)
4. 中津:'マルチfティアを駆使した新しいコミュニケーション方式',人工現
実感とテレイフシスタンス研究委員会(95.05)
5.Sommerer,Mignonneau:'1nteractive Plant Growing',,
Imabes du Futur(95.05)
6. Sommerer, Mignonneau:'PHOTOTROPY',”Kulturpraemi”
cata1ogue Ludwigshafen,Germam/1995(95.05)
7.Sommerer,Mignonneau:'Phototropy',Triennale d i
Milano(95.05)
8.Ti jer ino(ATR通信),吉田(ATR通信),阿部,岸野(ATR通
信) 'A Shape Knowledge Representation Sheme and i t s
Application on a MultimodalInterface for a Virtua1
Space Teleconferencing System',ROMAN'95(95.05)
9 .土佐;'Neuro-Baby', JOEMシンホジウム'95(95.07)

10. 中津:'ATR知能映像通信研究所の研究とその狙い',情報処
理学会「第7回音声言語情報処理研究会」(95.07)

11. 中津:' コミュニケーションにおけるマルチモータルインタラクション',情報処理学
会「第7回音声言語情報処理研究会」(95.07)

12. 角,堀 (東京大) ,大須賀節雄(早稲田大) : ' 、1フトウェアの要

求モテル構築における発想支援とモテル生成',1995年人工知能
学会全国大会(第9回 ) ( 9 5 . 0 7 )

l3. 岡田:'口ごもるコンピュ ータ',情報処理学会編情報フロンティアシリー ス
(95.08)
14.Sommerer, Mignonneau:'Phototropy',DigitalMediations
(95.08)

15.Sommerer,Mignonneau: ; A New3D Key',Siggraph'95
(95.08)

16. 角:'新入社員のための挨拶',NTTタループ企業コミュニケーション雑誌
「1lA」No.83 (95.09)

17.片桐:'工一シェントの 11 ンタルモァル',人工知能学会誌Vo1.10,No.5

(95.09)
18. 海老原(ATR通信), 鈴木, 大谷(ATR通信),岸野(ATR通信)
:'3次元計測に基づいた顔画像の実時間表示再現方法',19

95年電子情報通信学会総合大会(95.09)

1 9 .角 ,  間瀬: ' l1lループi'ィ ス力 ツションにおける話題空間の可視化',情報
処理学会研究報告(95.09)
20.Sommerer, ,Mignonneau:'A-Vo lve ' , I n f o  ART-'95Kwangju
Biennale(95.09)

21. 土佐:'知の感情',情報社会の生態学委員会(95.09)

22. 土佐:'Network Neuro-Baby' ,L i fe l ike  Computer Chara-
cter'95(95.09)

23. 角, 小川(松下電器) ,堀(東大) ,  大須賀(早稲田大)
間瀬:'思考空間の可視化によるコミュニケーション支援シスァムCSS

電子情報通信学会技術研究報告(思考と言語研究)
(95.09)

2 4 .畑 ,  大谷(ATR通信),岸野(ATR通信):'AICに基づく結合
判断機能を持つSnakesによる輪郭の自動抽出・追跡法',電

子情報通信学会PRU研究会(95.09)
25. 中津:'ATR知能映像通信研究所の研究とその狙い', 「マルチモ

タルコミュニケーションと自然言語処理」講習会(95.09)

27
28

29

30
31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49
50

51.

内海, ミル 11'ラム (ATR通) : '映像,111ケの奥行き知覚および仮想物
体操作に及ぼす影響',とューマンインフォf ーション研究会(95.09)

中津:'ATR知能映像通信研究所',画像電子学会誌(95.09)
中津:'マルチモータルインタフェ一 ス一知能情報fティア時代の新たな展開一
' ,知能情報ff イアシン,ホ1l11ュウム(95.10)
片桐:'終助詞とイントネーション',人工知能学会言語・音声理解と

対話処理研究会(95.10)
土佐:'二ユーロべイl1-1995',NTTマルf1lう;'ィア博覧会in京都(95.10)
中津:'Multimedia Techno1ogies and Communications
- 1[ntroduction to ATR Media Integration and Communi-
cations Research Laboratories - ',2nd Joint Workshop
on Multimedia Communications(95.10)
西本:'不特定分野の自由展開型対話における話題転換のリア

ルタイム検出',自然言語処理の応用に関するシン;111ジウム(95.10)
土佐:'CGによる人間の創出',国際シンホ1シウム「インフォテック'95」

(95.10)
Hagino,Kadobayashi ,Se i ,Tsukamoto,Nish io: '推論
機構を用いたf ール分配システムMILDにおける1l ール検索機構',マルチ1lティ

ア通信と分散処理ワークショッフl (95.10)
門林, 間瀬:'新しいコミ,二ケ ーション環境としてのMetaMuseum',,
マルチ1lティア通信と分散処理ワー クショッフ' (95.10)
Sommerer,Mignonneau:'A-Volve:An Interactive Art i f i-
c a l L i f e  Environment ',CNIASE'95(95.10)
Bruderlin:'High-LevelAnimation of Human Figures ' ,,
VisualComputing 1lorkshop'95(95.10)
片桐:'終助詞による対話調整',月刊言語Vo1.24No.l1
(95.10)

Sommerer, Mignonneau:'Introduction to Interactive
Computer Art',Graduate course at  Department of
Computer Art(95.11)
Tijerino(ATR通信), 阿部, 岸野(ATR通信) ' Intuit ive
Graphic Representation of MentalImages in a Virtua1
Environment through NaturalIanguage',AAAI Fa11
Symposium Series-Computationalmodels for Integra-
ting Language and Vision(95.11)
門林,Tsukamoto(阪大) 'Performance Comparison of
Mobile Support Strategies ',Mobicom'95(95. 1 l )
中津:'マルチ1lティア技術とコミュニケ ーション',音声対話理解シン;11ジュウム''

95(95.11)
Sommerer, Mignonneau:'Phototropy',Art as Signa1:
Inside the Loop(95.11)
土佐:'次世代型ネットワーク感性エーシェントへの取り組み',アー トイベント
「MORPHE'95」(95.11)
中津:'マル子 1li'ィア技術を応用した新しいコミ,二ケーション',「インタ一未
ットとマルチ11ティア技術の動向」フi ーラム(95.11)

中津:'マルチ11ティア時代の通信にっいで,21世紀の情報通信を
語る懇談会(95.11)
中津:'マルチ1lティア通信におけるとュ ーマンインタフェ ース',東海工イ ーアイ研

究会第4回研究会(95.11)

土佐:'Network Neuro-Baby',学術情報センタ一国際シン;111シウム
(95.11)
中津:'マルチ ,1lティア通信シスァムとァ1リケ ーション',通信工業会誌(95.11)
Sommerer, Mignonneau:'Artificia1
Li fe- Interacivity-Communication:interactive computer
insta11ations merging art&science',Seminar on Arti-
f i c i a l L i f e  and 1lledia Science(95.11)
内海, 宮里(ATR通信), 岸野(ATR通信), 中津:'Rea1- time
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Hand Gesture Recognition System' ,The Second Asian
Conference on Computer Vision,ACCV'95(95.11)
52.畑,大谷(ATR通信),岸野(ATR通信):'Automatic Extra-
ction and Tracking of Moving Contours by an AIC-based
ACM',The Second Asian Conference on Computer Visi-
on,ACCV'95(95.11)
53.Bruder l in : 'Us ing SignalProcessing for Animating
Human Figures ' , IPSF SIG&IEICE Vo1.95No.121
(95.11)

54. 中津:'新しいコミ,二ケ ーションの形一 マルチ11ティアをっかいこなす 一
',京都新聞(96.01)
55. 中津:'新しいコミュニケーションの形 一 人間のコミュニケ ーションのf力二1(ム
を探る 一 ',京都新間(96.01)

56. 門林,塚本:'移動体サ ,111一ト方式のトラヒック量比較',情報処理学
会論文誌Vo1.37No.1(96.01)
57. 角, 小川(松下電器), 堀 ( 東 大 ) ,  大須賀(早稲田大)
間瀬:'思考空間の可視化によるコミュニケーション支援システム',電
子情報通信学会論文誌Vo1. J79-A No.2(96.02)
58.土佐, 中津: 'L i f e l i k e  Computer Character-MIC&MUS E ' ,,
「0とが大・カラクリ・ロホット」展(96.02)

59. 中津:'新しいコミュニケーション の形一人間同士の会話をサ ;fiートする
一 ',京都新聞(96.02)

60. 土佐:'テジタルな創造力と豊かさ',ネットワークとCG(96.02)
61. 中津:'新しいコミュニケーションの形一感情を認識するコンl1 ュー タ ー ' ,,
京都新聞(96.02)

62. 中津:'新しいコミュニケーション の形一 11'レーンストー ミンクや会話をサ,ホ1一 トす
る 一 ',京都新聞(96.02)

63, 海老原(ATR通信),鈴木子,大谷(ATR通信),岸野(ATR通
信) '臨場感通信会議のための実時間3次元表情再現方法

電子情報通信学会論文誌Vo1. J79-A No.2(96.02)
64.土佐:'マインド スキャナー 二ユ ーロべイl1 - ',音声言語情報処理研究会
(96.02)
6 5 .猪ロ, 鈴 木 ,  岡田: '対話のありうる姿一対話現象に対する
構成論的アブローチ ー ',情報処理学会音声言語情報処理研究会
(96.02)

66.土佐:'ロ;11ットにおける心 ,感情,情緒のあり方',口本1ツ ト学会ロホ
ットにおける意のfカニスム 研究専門委員会(96.03)

67. 土佐:'電子の美学「アートとテクノロジの間」',bit巻頭ぺ一ジ「オピ
ニン」(96.03)

68. 中津:'新しいコミュニケーションの形一 ア ーティストの感覚 , 感性を と り
こむ一 ',京都新聞(96.03)

6 9 .猪口 ,鈴木,  岡田:'日常的な対話における協調的な問題解
決のプロセス; ,情報処理学会第52回全国大会(96.03)

70. 灰塚, 井上, 石若:'統合的fティア操作環境COMICSにおける文
字と映像のリンケージ方法',情報処理学会第52回全国大会
(96.03)

7 1 . 羽尻 (立命館大 ) , 小川 (立命館大 ) , 猪口 ,  岡田:'環境
の多様性を反映する漸次的発話生成モテル',情報処理学会第

52回全国大会(96.03)
72.小窪(ATR音声),匂坂(ATR音声),鈴木, 岡田:'自然な発

話に対する頑健なパーシンクァーキテクチャ',情報処理学会第52回全国
大会(96.03)

73. 石若, 井上:'統合的fティア操作環境COMICSの枠組みとその試
作',情報処理学会第52回全国大会(96.03)

74. 岡田:'ノンバーバル・コミュニケーションに対する構成論的アブローチ',情報処
理学会全国大会シン1111ジウム(96.03)
75. 中津:'新しいコミュニケーションの形一 コミュニケーションに応じて環境が
変化する 一 ',京都新聞(96.03)

76. 井上:'MentalImage Expression by Media Integration
一COMICS(Computer Organized Medid Integration&
Communication System)-',InternationalWorkshop
on New Video Media Techno1ogy(96.03)

77. 門林, 間瀬:'MetaMuseumの実現を目指して 一個人化にと

る知識の共有一 ',日本情報考古学会第1回大会(96.03)

78. 中津:'マルチ1lティアと考古学',日本情報考古学会第1回大会

(96.03)
79 .小窪(ATR音声),匂坂(ATR音声),鈴木,岡田:'自然な発

話に対する創発的パージンクァーキテクチャ',日本音響学会平成8年度
春季研究発表会(96.03)

80. 中津:'新しいコミュニケーションの形一将来の通信とコミュニケーション ー
',京都新聞(96.03)

8 1 .羽尻 (立命館大 ) ,小川 (立命館大 ) ,猪口 ,岡田 : '状況

依存性を有する漸次的発話生成モァル',日本音響学会平成8

年度春季研究発表会(96.03)

82 .灰塚,井上: '  「能」映像における表現技法',1996年電子情
報通信学会総合大会(96.03)

83.深山,井上:'自律分散アーキテクチャを利用した動物体追跡',19
96年電子情報通信学会総合大会(96.03)

A T R音声翻訳通信研究所

1. 森元:'Communication through Interpretation:Internati -
onal Interpreting Telephony',Science Spectrum No.1
(95.04)

2 .岩橋(、1二一 ) ,  匂坂:'Speech Segment Network Approach for
Opti田ization of Synthesis Unit Set', Journa1of Compu-
ter Speech and Language No.9(95.09)

4. 山崎:'Toward Cross-Language G1obalCommunications
一Cha11enging Research for Spontaneous Speech Transla-
tion- ',TELECOM95(95.10)

5 .加藤 ,  森元:'統計的手法による談話構造解析',人工知能学
会音声理解と対話処理研究会(95.10)

6 . 飯田 : ' 1995年の猛暑に思う',言語処理学会「自然言語処理」

2巻4号(95.10)
7. Loken-Kim, 水梨, 友清,Fa i s, 森元:'ATR' s Multimoda1
Interpreting Telecommunications:Implementation of
llser Interface',電子情報通信学会「2nd Joint Workshop
on MultimodalCommunication」(95.10)
8.Loken-Kim, 水梨, 森元:'ATR' s Multimoda11nterpreting
Telecommunications:Implementation of User Interface
電子情報通信学会音声研究会(95.10)

9. 匂坂, 岩橋(、1二一 ) :'0bjective Optimization in  Algori -
thms for Text- to-Speech Synthesis ',Speech Coding and
Synthesis(95, 11)
10.匂坂:'Automatic Speech Recognition Models',行動計量
学会誌Vo1.22,No.1(95.11)

11. 鈑田:'音声言語処理技術',マルチ11ティアネットワー ク 社会における言
語情報処理(95.11)

12. 坂本, 松永:'音素クラスタモfルを用いた未登録語の検出法の検
討',電子情報通信学会音声研究会(95.11)

13. 政消量, 松永, 匂坂:'連続音声認識のための可変長連鎖統計
言語モテル',電子情報通信学会音声研究会(95.11)

14. 山崎:'Research Activies on Spontaneous Speech Transla-
tion; ,The Specond New Zealand Internationa l Two-Stream
Conference on ArtificialNeuralNetworks and Expert
Systems(95.11)

15. 石崎, 伝, 土屋(千葉大学) ,  田本(NTT), 中里(早稲田
大学) '対話課題の分類試案',自然言語処理シン ;11ジウム「自然
言語処理における文脈」(95.11)

16. 松村,松永:'Non-uniform llnit Based HMMs for Continuo-
us Speech Recognition',Speech Communication Vo1.17
No.3-4(95.11)

16.鈑田:'対話システム',情報処理ハンドフ'ツク(95.12)
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17. Blanchon, Loken-Kim, 森元:'An Interactive Disambi-
guation Module for English NaturalLanguage Uttera-
nces',NLPRS'95(95.12)

17. 河井, 脇田, 飯田:'Stochastic Language ModelUsing
Semantic Category and Mixed Category of Words and
Parts-of -speech for Speech Understanding',NLPRS'95
(95.12)

18. 古瀬, 河井, 鈑田:'Multi-1ingualSpoken-Language
Translation Util izing Translation Examples',NLPRS'95
(95.12)

19. 傳:'A Unified Approach to Parsing Spoken Natura1
Language',NLPRS'95(95.12)

20. 水梨, 友清, Loken-Kim, Fals, 森元:'Integration of
U tterances and Gestures for Natura11y-Spoken Dia1ogues
on a MultimodalSystem',NLPRS'95(95.12)

21. 美馬, 安藤 (徳島大 ) ,  青江(徳島大) 'Incrementa1
Generation of LR(1)Parse Tables',NLPRS'95(95.12)

22. 大井, Co11omb, 隅田, 鈑田:'Document Retrieva1
System Based on Semantic Similarity between Words
NLPRS'95(95.12)

23. 側島(CSK), 飯田:'A Multi -dimensionalAna1ogy-Based,,
Context-dependent,Bottom-up Parsing Method for Spoken
Dia1ogues',NLPRS'95(95.12)

24. Lepage, 安藤:'A First Quantitative Analysis of Appro-
ximate Pattern-matching',人工知能学会第6回AIシン示ジウム
95(95.12)

25. 石崎:'対話への実証的アプローチ',日本認知科学会冬のシン;1、ジウム
「対話と談話」(95.12)

26. 伝:'計算機同士の対話:対話リ ーグ戦とその周辺の話題',,
日本認知科学会冬のシン;1、ソウム(95.12)

27. Huo, Lee(AT&T) 'IncrementalAdaptive Learning of
the Continuous Density Hidden Markov Modelfor Speech
Recognit ion' ,1995I IEEE Automatic Speech Recognition
Workshop(95.12)

28. Bacchiani, Ostendorf(Boston [jn i v . ) ,  匂坂, Paliwa1
(Gri ith Univ.):'Unsupervised Learning of Non-Uniform
SegmentalUnits for Acoustic Modeling in Speech Reco-
gr i t ion' ,1995IEEE Automatic Speech Recognition
111orkshop(95.12)

29. Singer, Ostendorf(Boston Univ.) 'Maximum Likelihood
Successive State Splitting',1995IEEE Automatic Speech
Recognition Workshop(95.12)

30. Lame1, 匂坂:'Large Vocabulary, MultilingualSpeech
Recognition',1995Automatic Speech Recognition
Workshop(95.12)
3l. 匂坂, Lee(NationalTaiwan Univ.):'Speech Recognition
of Asian Languages',1995IEEEAutomatic Speech Reco-
gnition Workshop(95.12)

32. 清水, 山本, 松永, 匂坂:'単語クラフを用いた自由発話音声
認法',電子情報通信学会音声研究会(95.12)

33. 中村:'疑似的学習テ'一タを用いた単語ス11ッティンク用力 一ぺジモテル学
習法',電子情報通信学会音声研究会(95.12)

34. Heeman, Loken-Kim:''llsing StructuralInformation to
Detect Speech Repaire',電子情報通信学会共催研究会
(95.12)

35. Fais, Loken-Kim:'How 1llany Words i s  a Picture Rea11y
Worth?',Information Society of Japan Spoken Language
Information Processing Special Interest Group Workshop
(95.12)

36. 石崎, 伝, 土屋 (千葉大学 ) ,  田本(NTT), 中里(早稲田
大学) '対話課題の分類試案',電子情報通信学会技術研究
報告会(95.12)

15.竹澤,森元:'部分木を単位とする構文規則と前終端記号の

バイグラムを利用した連続音声認識',電子情報通信学会

「音声研究会」 「言語理解とコミュニケーション研究会」 「音声言
語情報処理研究会」(95.12)

37.石崎:'計算機による対話シミュレーション',月刊「言語」 1月号
Vo1.25No.1(95.12)

38. 田代, 森元:'形態素情報付きコーバスの再構成手法',情報処理
学会論文誌Vo1.37No.1(96.01)
39.友清:'Pause Units and Communicative Act Units- toward
Japanese Discourse Representation',情報処理学会自然
言語処理研究会(96.01)

40.森元:'Continuous Speech Recognition Using a Combina-
tion of Syntactic Constraints and Dependency Relati -
onships',電子情報通信学会論文誌Vo1.E79-D No.1
(96.01)

41.樋口,橋本:'Ana lys i s  of Acoustic Features Affecting
Speaker Identification',The Journa1of the Acoustica1
Society of Japan Vo1.17No.1(96.01)

42. 竹澤:'会員の広場',情報処理Vo1.37No.2(96.02)
43.石崎,小磯(千葉大): '対話研究の新しい流れ',人工知能
学会言語・音声理解と対語処理研究会(96.02)

44. 伝:'話し言葉における非文法的現象とその機械的処理',人
工知能学会言語・音声理解と対話処理研究会(96.02)

45. 巌寺, 石崎, 森元:'対話構造を考慮した次発話予測手法の
検討',情報処理学会第52回全国大会(96.03)

46 .小窪,匂坂,鈴木(ATR映像),岡田(ATR映像): '自然な発

話に対する頑健なバージン 11lアーキテクチャ ',情報処理学会第52回全
国大会(96.03)

47.加藤(ATR人間),津崎(ATR人間),匂坂:'単語内2音書貴長
の変形に対する許容度',日本音響学会・電子情報通信学会

聴覚・音声研究会(96.03)
48 .伝: 'D i a  League'97に向けで,Workshop on Art i f ic ia1
Inte11igence toward Learning(WAL)'96(96.03)

49. 森元:'ネットワーク時代の音声翻訳',情報処理学会第52回全国大
会シン ,11ジウム(96.03)
50 .小窪,匂坂,鈴木(ATR映像),岡田(ATR映像): '自然な発

話に対する創発的ハージン 1yアーキテクチャ ' ,日本音響学会平成8年
度春季研究発表会(96.03)

51.石田,外村,松永:'遂次状態分割法の分割過程木構造を用
いた話者適応方式の検討',日本音響学会平成8年度春季研
究発表会(96.03)

52 .Eubank ,柏岡,Black : 'A  New Approach to Treebank
Creation',言語処理学会第2回年次大会(96.03)

53.Schuster:'Fast K-Means Vector Quantizer for Very
Large Amounts of Data ',日本音響学会平成8年度春季研
究発表会(96.03)
54.柏岡,Eubank , B l a c k : ' T h e  ATR/Lancaster
Genera1-American-English Treebank',言語処理学会第2
回年次大会(96.03)

55 .清水,山本(CSK ) ,政1龍,松永,匂坂: '単語グラフと可変

長N-gramを用いた大語彙自然発話音声認識',日本音響学会
平成8年度春季研究発表会(96.03)

5 6 . 橋田 ( 電総研 ) , 伝 , 長尾 (、1二一) ,柏岡,酒井(キヤノン),,
島津(NTT) '対話システムの評価における一般的推論能力
の要請',言語処理学会第2回年次大会(96.03)

57.美馬,隅田,飯田:'類似検索を用いた情報検索システム',言語
処理学会第2回年次大会(96.03)

58. 橋本, 樋口:'SSVFSを用いた発話特徴模擬システムの構築とSS
VFS における写像元話者設定法の検討',日本音響学会平成
8年度春季研究発表会(96.03)

59.Biem(ATR人間),片桐:'Filterbank Representation Based
on DFE',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)
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60. 大井, 隅田, 飯田:'単語間の意味的類似度に基づく文書検
索手法',言語処理学会第2回年次大会(96.03)
61.深田,Bacchiani,0stendorf (Boston Un i v . ) ,匂坂 : '音
響的セク1fント単位を用いた自由発話音声認識',目本音響学会

平成8年度春季研究発表会(96.03)

62.Singer,0stendorf(Boston Univ.):'Maximum Likelihood
Successive State Splitting',日本音響学会平成8年度春
季研究発表会(96.03)

63.政指望,松永,匂坂:'連続音声認識のための品詞,単語可変

長N-gram',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)
64.Campbe11:'Auto-ToBI:A Prosody-1abe11ing 1llorkbench for
Japanese Read-speech',日本音響学会平成8年度春季研究
発表会(96.03)

6 5 .巌寺 ,竹澤 ,  田代 ,加藤 ,石崎 ,森元 : ' ;11一ス 単位に基づく
音声言語統合処理と発話状況管理の続合一音声対話シスァムの
試作一 ',電子情報通信学会総合大会(96.03)

65.安藤,Lepage:'疑似検索機能を備えたツリーパンク構築工ティタ',情
報処理学会第52回全国大会(96.03)

65.藤尾,Canpbe11,樋ロ :'音負律を用いたテキスト非限定型発話アクト
識別方法',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

6 5 . 伊藤 , 橋本 , 樋ロ :'音素内最適経路探索を用いた単位接続
型音声合成方式',日本音響学会平成8年度春季研究発表会

(96.03)
65.Bacchiani,0stendorf(Boston Un i v . ) ,匂坂,Pa l i w a 1

:'Unsupervised Learning of Non- Uniform Segmenta1
Units for Acoustic Modeling in Speech Recognition',,
日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

65. 山崎:'異なる言語間のクローバルコミュニケ ーションを目指しで,ITU ンヤ
ーナル(96.03)

A T R人間情報通信研究所

1. 平井, 党, 本多:'喉頭と舌との相互作用を考慮した発話器
官の計算機モテル',日本音響学会誌Vo1.51No.12(95.01)
2. 東倉:'私の国際交流ノート(8) 外国人研究者とともに',テレピソ

ョン学会誌,Vo1.49,No.4(95.04)
3. 川人:'Motor Contro1of Speech ' , 5th AnnualMeeting of
NeuralContro1of 1llovement(95.04)
4.加藤:'認知モテル',情報処理ハンド1'ツク(95.05)
5. 渡辺,Po11 i ck ,  川人:'Perception of surface geometry
as indicated by three-dimensionaldrawing 1novements
ARV01995AnnualMeeting Vo1.36No.4(95.05)

6. 河原, Wi11ams(0hio State Univ.) 'Ef fects of Auditory
Feedback on Voice Pitch Trajectories :Response Chara-
cterist ics to Pitch Perturbations',The9th VocalFold
Physio1ogy Symposium(95.05)
7. 矢野, 泉(NHK) '3次元映像の基礎',オ ーム社(95.06)
8. 東倉:'人間情報・マルチ1lテキィア, 感性',イ 11 一ジ情報科学研究所機

関誌(95.06)
9, 下原:'人工生命と高度ネットワーク社会 ̃人間に親しむネッ トワー ク
形成へのア11口一チ̃ ' ,イ 11一ソ情報科学研究所広報誌(95.06)

10. 大塚:'Relationship between Stereopsis and Error i n
Slant Perception in Observing Poggendorff Figures
InternationalConterence on VisualCoding(95.06)

11. 別府(ATR音声),相川:'各種時間周波数マスキンタフィルタを用い
た耐雑音性連続音声認識',電気通信学会音声研究会(95.06)

12. Cho, Ray:'An Evolutionary Approach to Program
Transformation and Synthesis' , I n t .  Journa1of Software
Engineering&Knowledge Engineering Vo1.5No.2(95.07)

13.杉本:'Quan L.: Invar iants of Six Points and Project , ve
Reconstruction from Three Uncalibrated Images, IEEE
Trans.on PAMI,17,134-46(1995)',人工知能学会学会誌
(95.07)

14.宮本,FrancescaCl l IT),五味(NTT),Schaa1, 小池(トョタ自)
大須, 中野,和田 (川崎製鉄 ) ,川人 : ' A  Kendama Lea-
rning Robot based on a Dynamic Optimization Theory',,
IEEE InternationalWorkshop on Robot and Human
Communication(95.07)
1 5 . 小林 ,川人 ,河野 (電総研 ) ,井上 (筑波大学 ) ,  設楽
(電総研),五味:'COMPLEX-SPIKE ACTIVITY 0F PURKINJE
CELLS IN MONKEY CEREBELLAR VENTRAL PARAFLOCCULUS
DURING OCULAR FOLLOWING RESPONSE',4th IBR0 'llorld
Congress of Neuroscience(95.07)

16. 関:'時空間画像を用いた巨視的な流れ情報抽出に関する検

討',電子情報通信学会 バタ ーン認識・理解研究会(95.07)
17. 須佐見:'奥行運動情報の相互作用:両限網膜像差と大きさ
の変化',日本視聴覚学会夏期研修(95.07)

18.小森,片桐(ATR音声) 'A Minimum Error Approach to Spo-
tting-Based Psttern Recognit ion', Journa1of the Aco-
usticalSociety of Japan(95.08)
1 9 .河原: '編集後記:  (マルチメディアと聴覚研究)  Auditory
Research for Multimedia Age',日本音響学会誌Vo1.51
No.8(95.08)

20.Brad1ow(インァイアナ大), Pisoni(インTイアナ大) , 山田, 東倉:''

Acquisition of the Engl ish/r/-/1/Contrast by Japa-
nese Speakers:Effects of Training i n  Perception on
Production',第13回国際音声学会議4巻(95.08)
21.Maeda(ENST), Honda:'Articulatory Co-0rdination and
I ts  Neurobio1ogicalAspects:An Essay',ICPLS'95
Stockholm(95.08)

22. Becman(0haio Un i v . ) ,  Erickson(0haio Un i v . ) ,  本多,,
平井,新見 (東大 ) ' PHYSIOLOGICAI, CORREI ATES 0F GLOBAL
AND LOCAL PITCH RANGE VARIATION IN T11E PROD[jCTIOM 0F
HIGH TONES IN ENGLISH',ICPLS'95Stockholm(95.08)
23.加藤, 金沢:'Feature Saliency Revisited:The Role of
Co1or in the Sex Judg l11ent of 3D Faces',European
Conference on VisualPerception'95(95.08)

24. 足立:' オルカンハイブ 発音の時間領域シミュレ ーション',平成7年度音楽
音響研究会夏期セミナー (95.08)

25. 小池, 川人:'Estimation of Dynamic Jo in t  Torques and
Trajectory Formation f r o l11 Surface Electromyography
signals Using a NeuralNetwor1( Mode1',Bio1ogica1
Cybernetics Vo1.73,No.4(95.09)

26. 別府(ATR音声) ; 相川:'Spontaneous Speech Recognition
Using Dynamic Cepstra Incorporating Forward and
Backward Masking Effect ' , 4 t h  EUROPEAN CONFERENCE 0N
SPEECli COMMUNICATION AND TECHNOLOGY EUROSPEECH'95
(95.09)

27.下原:'感性と理性を結ぶ「人工生命」 一自律性に富むコンl1 ュ
タへの挑戦一 ' , (95.09)

28. 山川:'並列最適化に関する最新の研究から',第7回RA 11[Pシン

求シウム(95.09)

2 9 .増田 (松下電器 ) ,相川 ,  津由奇:'連続母音の過渡部の知覚
における後続雑音の効果',日本音響学会聴覚研究会 H-95-
61(95.09)
30 . d e  Cheveiane(CNRS Univ.) ,  河原, 津崎, 相川:'Sens i t ive
Experimentaltechniques for the study of sound Segre-
gation',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)

31. 山田,東倉,  Brad1ow(インァイアナ大), Pisoni(インティアナ大) ''
日本人が発話した米語/r//1/音の自己評価 一聴取訓練
の効果一 ' ,日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)
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32.河原,加藤,Wi11iams(オハイオ州立大):'音声の基本周波数
の揺らぎに対する聴覚フィ ー ドバツクの寄与にっいで ,日
本音響学会平成7年度秋季研究発表会講演論文集(95.09)

3 3 .増田(松下中研) ,相川,津崎: '連続音声の過渡部の知覚

における後続雑音の効果',日本音響学会平成7年度秋季研

究発表会講演論文集(95, 09)
34 .加藤,津崎,匂坂(ATR音声): '音額長変動に対する主観評

価値の予測モ 一了ル ' ,日本音響学会平成7年度秋季研究発表会
(95.09)

35. 党, 本多:'鼻腔と口腔との音響結合における軟口蓋の機能
日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)

36 .相川,津崎,河原: 'スイープ音追跡過程の動特性' ,日本音響学

会平成7年度秋季研究発表会講演論文集(95.09)
37.相川:'0nset-Sensitive Time-Frequency Masking Contro1
一音の立ち上がりによる時間周波数マスキングの制御一 ' ,,

日本音響学会平成7年度秋季研究発表会(95.09)
3 8 .加藤,神崎,東倉,松: '顔と声の記憶における相互文脈効

果',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会 (95.09)
39. 河原:'マルチ11ティア時代の展望一人間の情報処理の側面から 一
',日本音響学会平成7年度秋季研究発表会講演論文集

(95.09)
40.Hi11(St i r l ing  Univ.),Bruce(St ir l ing Un i v . ) ,赤松: ''
Perceiving the sex and race of faces:the role of shape
and colour',Proceedings of the RoyalSociety of
London,Series B,No.261(95.10)

41.今水,川人:'随意運動の制御と学習のfカニスムを解明するた
めに非侵襲計測はどのように役立つか',異分野研究者交流
会ワークショッフ' 「認知科学と脳科学との対話」(95.10)
42 .字野,今水,川人: 'Space  where arm trajectories are
planned:exp1oration by experiments i n  altered Kinema-
tics',ICANN'95(95.10)

4 3 .川人: ' Bi-directionalNeuralNetwork Architecture in
Brain Functions ',ICANN'95(95.10)

4 4 . 大須 ,乾 (京都大 ) , 宇野 ,川人 : ' 非岡 l1体の仮現運動の運
動学、動力学的検討',日本心理学会第59回大会(95.10)

45.安藤,鈴木:'3次元物体認織における多重表現の獲得',日

本心理学会第59回大会(95.10)
46. 中野,松嶋(神戸大): '振動刺激が惹き起こす運動感覚に
関する実験的研究',日本心理学会第59回大会(95.10)

46. 加藤:'顔の類似性の潜在学習についで,日本心理学会第59
回大会(95.10)
47.渡辺,Po11ick,川人:'3次元描画運動を用いた表面幾何

特性の評定',日本心理学会第59回大会(95.10)
48. 山ロ :'顔の年齢と性の認知の実験的検討',日本心理学会第
59回大会(95.10)

49.今水,宇野,川人:'身体座標を含む座標変換の内部モァル',,

日本心理学会第59回大会(95.10)
5 0 .神崎 ,加藤 ,  山ロ :'顔の感性的カテコリ一 分類を規定する特徴
要因の比較',日本心理学会第59回大会(95.10)

51. 須佐見:'奥行運動情報の相互作用についで,日本心理学会
第59回大会(95.10)

52. 蘆田:'運動残効における局所的順応の効果',日本心理学会
第59回大会(95.10)

53.Biem,McDermott,片桐(ATR音声):'A DISCRIMINATIVE

56. 河原, Wi11iams(オハイオ州立大) :'発声および口笛における
ピッチ変動の補償応答にっいで,日本神経回路学会第6回全
国大会(95.10)
57.銅谷:'TD学習則の連続時間モfル への拡張',日本神経回路学
会第6回全国大会(95.10)

58.相川,河原:'周波数変化音追跡神経回路モテル',電子情報通
信学会音声研究会,信学会報SP95(95.10)

59. 野村, 三好(シャ一1):'GAにおける数値的染色体符号化と偏平
均交又及びその自動的ファシイルール抽出への応用',第5回ファソイ
ワークショッ f in岩手(95.10)

60.Cho ,下原:'生命論バラタイムに基づく情報処理(韓国語版)
Korea Information Science Society Review Vo1.13
No.10(95.10)
61.藤田,鈴木,安藤:'3次元物体認識のネットワークモテル 一正則化
原理に基づく動的整合法一 ',電子情報通信学会二ユーロコンピュ ーテ
ィンク研究会Vo1.95No.346(95.10)
6 2 .佐々木(豊橋技科大) ,増山 (豊橋技科大) ,  山川:'AGV
(Automatic Guided Vehicle)システムにおける許容台車数の理
論的解析',電子情報通信学会論文誌Vo1. J78-A No.10
(95.10)

6 3 .字野 ,福村 (東京大 ) ,鈴木 (東京大 ) ,川人 : ' A  Computa-
tiona1 1l lodel for Recognizing Objects and Planning Hand
Shapes in  Grasping Movements',NeuralNetworks Vo1.8
No.6(95.11)
64.石黒(統計研),加藤:'経済システム解析',数理科学11月号
No.389(95.11)

65

66

67.

68

69.70.71.72.

FILTER BANK MODEL FOR SPEECH RECOGNITION',4th European
conference on speech communication and techno1ogy
(95.10) 73.

54. 藤田,鈴木,安藤:'濃淡実画像から3次元物体を認識する
ネットワー クモァル',日本神経回路学会第6回全国大会(95.10)

55. 石井,佐藤:'二重制約ネットワークによる最適化',日本神経回路
学会第6回全国大会(95.10)

本多:'音声生成機構のモテル ' ,行動計量学 Vo1.22 No.1
(95.11)

Cabeza(Toronto Un iv . ) ,  加藤,尾田,Bruce (St i r l i ng
Univ.):'Fase Recoganition Across Within-View and
Between-View Variations ' ,36th  AnnualMeeting of the
Psychonomic Society(95.11)
石樽, 大塚:'ステレオ表示における奥行き知覚と画枠ひずみの
防止方法',電子情報通信学会ヒ,ーマン情報処理研究会Vo1.95
No.349(95.11)
今水,宇野,川人:'Adapt ive InternalMode1of Intrinsic
Coordinates Transformation during Learning of a Rea-
ching Task',25th AnnualMeeting Society for Neuro
Science Vo1.21No.3(95.11)
小林 ,川人 ,五味 ( N T T ) ,北間 (電総研 ) ,設楽 (電総研 )
,井上 (筑波大 )  :'INVERSE-DYNAMICS REPRESENTATION 0F
COMPLEX SPIKE DISCHARGES 0F PURKINJE CELLS IN MONKEY
CEREBELLAR VENTRAL PA flAFLOCCULUS DURING OCULAR FOLL0-
WING RESPONSES',25th AnnualMeeting Society for
Neuroscience(95.11)
安藤, 鈴木:'Self -0rganization of Object Representation
Using Modular Networks' ,25th AnnualMeeting Society
for Neuroscience(95.11)
五味(NTT),川人:'The Change of Human arm Mechanica1
Impedance During Movements Under Different Environme-
ntalConditions',25th Annua1 1l[eeting Society for
Neuroscience(95.11)
加藤:'平均非定常多変量フィ ー ドパッ クモ7ルによる音声パラf ータ の解
析',  「時系列の論理と応用」 「理工学における不規則現象
の解析方法とその応用」(95.11)

野村,三好(シャープ):'NumericalCoding and Unfair Average
Crossover in GA for fuzzy clustering and and their
Applications for Automatic Fuzzy Rule Extraction',,
IEEE World Wisepersons Workshop95'(95.11)
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石井, 佐藤:'Doubly constrained network modelfor
combinatoria10ptimization problems ' ,1995Internat i-
onalSymposium on Nonlinear Theory and i t s  Applicati-
ons(95.12)
金子:'垂直視差による立体視',第10回視覚応用研究会
(95.12)
下原:'人工生命と進化システム',建築雑誌Vo1.110 No.1381
(95.12)
向井(奈良先端大),尾田:'曖味イ 11 一シ検索における検索行
動の分析',テレl1ソョン学会1995年映像fティア部門冬季大会 (95.12)
河原:'第1回計算機による聴覚適情景分析',日本音響学会

誌Vo1.52No.1(95.12)
今水:'随意運動の制御と学習の?カ二111ム を解明するために非
侵襲計測はどのように役立つか',東北大学加鹸医学研究所

機能画像医学研究分野セミナー (95.12)
山田:'Age and Acquisition of Second Language Speech
Sounds :Perception of American English/r/and/1/by
Native Speakers of Japanese',Speech Perception and
Linguistic Experience:lssues i n  Cross-Language Rese-
arch(95.12)
Dang,本多:'A new method for measuring ant i-resonance
detai ls of the vocaltract transmission characteristi-
cs-An experimentalstudy of acoustic tubes - ' ,,
Journa1of AcousticalSociety of Japan Vo1.17No.2
(96.01)
山口, 尾田:'年齢/性の異なる顔イメージ生成結果と生成
過程の検討',情報処理学会第64回とューマンインタフェ 一ス研究会
Vo1.64No, 2(96.01)
尾田, 山口:'顔イ 1l ーシ生成ツールの試作',情報処理学会第64回
とュ ーマンインタフェ ース研究会Vo1.64No.2(96.01)
安藤:'A Bidirection Network Scheme for3D Object
Recognition',ATR Symposium on Fase and Object Reco-
gnition'96(96.01)
蘆田:'視覚研究のための実験環境:IBMXPC互換機における

VESA拡張BIOSを利用したタラフィッ クス11l口クラミンク',日本視覚学会19
96年冬季研究会(96.01)
金子, lioward(York Univ.): '垂直剪断視差による立体視と
回旋眼球運動',日本視覚学会1996年冬季研究会(96.01)
高崎(奈良先端大) ,  山口, 吉川(追手門学院大) ,  赤松
:'顔の性の認知一顔の年齢的変化に伴う認知の変化一 ' , 電

子情報通信学会ヒューマン情報処理研究会(96. 01)
Costen,Craw(Aberdeen Univ.),赤松:'Automatic Face
Recognition:What Representation',ヒューマン情報処理研究
会(96.01)

Fukushima,Haddou,Nguyen,Strodiot, Sugimoto, 山川
:'A Para11elDescent Algorithm for Convex Programming
',Computationa10ptimization and Applications Vo1.5
No.1(96.01)
本多:'0rganization of tongue articulation for vowels
Journa1of Phonetics(96.01)
行場 (九州大学 ) ,柳田 (九州大学 ) ,赤松 : '人間の物体

認知における視点依存性と非依存性',電子情報通信学会論
文誌HC特集号Vo1. J79-A No.2(96.02)
小池(トョタ自) , 川人:'表面筋伝信号を入力とするタイナミッ クスモ
テルを用いたヒュ ーマンインタフェ ース',電子情報通信学会論文誌A
Vo1. J79-A No.2(96.02)
平山,Bateson,Gracco,川人:'神経回路モfルによる筋電
信号からの発話時ロ唇運動軌道の生成',電子情報通信学会
論文誌A(96.02)
山田:'/r/と/1/を聞き分ける',目本音響学会誌Vo1.52
No.2(96.02)
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117. 河原, 岩野 (早稲田大 ) ,  相川:'発声の基本周波数制御に
おける音声の周波数成分の影響についで, 目本音響学会聴

覚研究会No.H-96-3(96.02)
118. Ray:'Evolving Complexity',InternationalSymposium
on Ar t i f i c i a l L i f e  and Robotics(96.02)

119.deGaris:'”CAM-BRAIN”ATR' s Bi11ion Neuron Arti f ic ia1
Brain Project:A Three Year Progress Report',AROB
(96.02)

120. Ray: 'A Network-Wide Biodiversity Reserve for Digita1
Organisims',Imagina:Inte11igent Interaction(96.02)

121 .河原: '耳を使って話す' ,  JTT Vo1.19No.2(96, 02)
122. 尾田, 赤松, 深町:'あいまい顔イ 1l ージの検索に対するKL展開
の適用性',電子情報通信学会論文誌とューマンコミュニケーション特集号
Vo1. J79-A No.2(96. 02)

123 .加藤,津崎,匂坂(ATR音声) : '単語内2音韻長の変化に対

する許容度',聴覚・音声研究会Vo1.95No.566(96.03)
124. 相川:'種々の周波数変化吉の動的知覚特性',総合リハl1ルテーション
Vo1.24No.3(96.03)

125. 田口(甲南大),足立:'国際音響学会会議'95音楽音響セ ッ
ション報告',音楽音響研究会(96, 03)

126.渡辺,Po11ock,Koenderink(Utrecht U n i v . ) ,川人 : ' 3
次元描画運動による表面曲率の報告',電子情報通信学会ME
とバイオサイパネティクス研究会(96.03)

1 2 7 .小林 (松下電器 ) ,川人 ,河野 (電総研 ) : '小脳における
運動学習',電子情報通信学会二ユーロコンピュ ーティンタ研究会(96.03)

128. 大須,五味(NTT):'制止時力制御中における関節スティフネスと
筋電図の関係',電子情報通信学会二ユーロコンl1 ューティンク研究会
(96.03)

129.五味(NTT),大須:'制止時力制御中における関節スティフネスお

よび手先スティフ ;1、スの変化',電子情報通信学会二ユ ーロコンl1 ュ ーティンク
研究会(96.03)

130. 川人:'脳の計算論理',産業図書(96.03)

131.鋼谷:'小鳥の歌の学習',サイェンス社「数理科学」(96.03)
132.下原:'生命論バラタイムに基づく情報処理',情報処理学会「セミ

ナー' 9 5第6回(生命科学とコンl1 ュ ータ)」 (96 . 03 )
133. 下原:'人工生命が育む感性一感性表現バー トナー としての人工
生命',イ 1l ージ情報科学研究所「イ 11 一ジスクェア'95」シン求ジウム(96.03)

134 .足立,大機,玉川:'オルl11ンフルーバイフlの発音について一実験とシミ
レーションの比較 一 ; ,日本音響学会平成8年度春季研究発表会
(96.03)

135.Biem,Katag ir i ( ITL): 'Fi l terbank Representation Based
on DFE',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

136. 山田: '  日本語話者に対する米語/r/1/音の聴取訓練一知覚
の手掛かりとカテ:1リ一 知覚への影響一',日本音響学会平成8
年度春季研究発表会(96.03)

137.加藤,河原:'統計的時系列モTルを用いた発声の基本周波数

のゆらぎの解析',日本音響学会平成8年度春季研究発表会

(96.03)
138.河原,加藤:'発音時間長による変換聴覚フィ ー ドパックに対する

応答の変化についで,日本音響学会平成8年度春季研究発

表会(96.03)
139.増田,相川:'周波数変化音追跡モテルに基づく知覚スぺクトル予
測法',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

140. 山田 (大阪大学 ) ,  山田,Strange(Univ.South F1orida)
:'ア1lリ力英語話者による日本語母音の知覚',日本音響学会平

成8年度春季研究発表会(96.03)
141.正木, 山田, T i e d e ,  島田 (高の原中央病院 ) , 藤本 (高
の原中央病院) '日本語話者による米語/r//1/の調音の特
徴',日本音響学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

142. 足立,佐藤:'管楽器シミュレーションの方法と発音機構',日本音響
学会平成8年度春季研究発表会(96.03)

] 43.相川,河原:'周波数変化音追跡神経回路モァル',日本音響学
会平成8年度春季研究発表会(96.03)

144. 玉川, 佐藤:'オカリナ音の分析合成',日本音響学会平成8年度
春季研究発表会(96.03)

145.山田, Strange(Univ.of South F1or ida) ,F i tzgera ld
(Univ.of South F1or ida) ,久保田:'日本語話者による米
語母音の知覚',日本音響学会平成8年度春季研究発表会
(96.03)

146.党,河西,Shadle:'発話時梨状高管腔の放射端位置とその

補正係数の推定',日本音響学会平成8年度春季研究発表会
(96.03)

147. 相川:'音声認識のための新しい音声分析',日本音響学会平
成8年度春季研究発表会(96.03)

148.磯(NTT),志沢:'3次元物体投影像における一撃的交差形
状解析法',情報処理学会論文誌(96.03)

A T R通信システム研究所

1 .原田 ,太田 ,寺島 : ' A  Method of Automatic State Acqui-
sition for Conflict Detection of Telecommunication
Service Descriptions',Int. Journa1on Eng.Applicati-
ons of AI(95.04)

2. 世良, 田倉, 太田:'機能分散モデルのアーキテクチャ配置
の考察',電子情報通信学会交換システム研究会(95.08)

3. 角田 ,井上 ,菊野 ,太田 : ' A  Dynamic Research Method for
Feature Interactions and I t s  Evaluation',Featre
Imteractions in  Telecommunications Systems ]1lI(95.09)

4. 上田:'カラ ードぺトリネットによる通信システム仕様の高速検証方式
電子情報通信学会通信、fフトウェア研究会(95.09)

5.小林,榎木,太田:'ネットワー クサ一 l_ス概念体系に基づく要求記述
の意味理解',電子情報通信学会知能、)フトウェア工学研究会
(95.09)

5. 力石,沖 ,下村,太田: ' T h e  Network Security Reference
Mode1:its Security Subjects and their Crassif ication
Criteria ',Communications and Multimedia Security
(95.09)

7. 榎木, 小林:'要求記述支援のための通信サー ビス事例検索
法',情報処理学会第51回全国大会(95.09)

8 近藤, 田倉:'インタフェ ースの意味対応による 11「口トコル整合',情報
処理学会第51回全国大会(95.09)

9. 世良, 田倉:'フ'ロタクションルールを用いた通信サ一 l1ス仕様の詳細化',,
情報処理学会第51回全国大会(95.09)

10.畑(ATR知能),大谷,岸野:'AICに基づく結合判断機能を
持つSnakesによる輪郭の自動抽出・追跡法',電子情報通信
学会P R U研究会(95.09)

11, 近藤, 田倉,太田: '通信1'フトウェア自動生成のためのプロトコル整
合に関する一考察',電子情報通信学会交換システム研究会
(95.09)

12. 原田,河原崎,太田:'異常な状態への遷移の検証手法',電
子情報通信学会交換システム研究会(95.09)

13.岸野:'仮想現実感と画質',日本写真学会創立70周年記念
シン ,ホ、シウム(95.10)

14.河原崎,太田:'A New Proposalfor Feature Interaction
Detection and Elimination',Third Intenationa1
Workshop on Feature Interactions in  Telecommunicati -
ons Software systems(95.10)

15. 下村,冲 ,  力石,太田:'A Software
Independent-Modification 1llethod Without Side Effects
ICSM'95(95.10)

16. 中村,宮里,岸野:'把持動作におけるPreshapingの解析',,
計測自動制御学会第11回ヒューマンインタフェ ースシン,ホ1ソウム(95.10)

17.北村,Yee,岸野:'実時間衝突面検出を用いた仮想物体操
作補助法',計測自動制御学会第11回ヒュ ーマンインタフェ一 スシン;11ジウム
(95.10)
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32
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34

35

36
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40. 複木, 小林, 太田:'通信サーピス開発へのオントロジーの導入',電子
情報通信学会 交換システム研究会(95.12)

41. 田倉:'通信ンフトウェアのオ ーfン化と汎用化',第3回通信 11フトウェア研

究会(95.12)
42.河原崎:'通信網インタ ーネットの比較論',第3回通信 11フトウIア研究
会(95.12)

43. 榎木:'通信サ一 l1スの要求記述、獲得に関する研究',富士通関
西通信システム社内プロジェクト研究成果発表会(95.12)

44.Des i lva ,宮里,岸野:'臨場感通信会議システムの評価
一感情認識と伝達にっいて一',TechnicalReport of
IEICE Vo1. CS95-152,IE95-104No.1995-12(95.12)
45 .志和:' アソア -f ィ スフ'レイ'95報告(9)System&Proc.',電子情報
通信学会 技術報告(95.12)
野間,北村 ,宮里 ,岸野 : '仮想物体における視覚, 力覚・

聴覚フィ ー ドパックの利用',1995テレピジョン学会映像fティア部門冬季大
会(95.12)

46. 宮里, 岸野:'手袋着用による指差し目標物の検知率の低下
テレピジョン学会論文誌(95.12)

47. 宮里, 岸野:'臨場感通信会議における参加者の対話状況の
保持特性の評価',1995テレピジョン学会映像:ii'ィア部門冬季大会
(95.12)
48.太田:'SDLからSTR への逆変換', JTT技術移転(95.12)
49. 高見(NTT) , 河原崎:'通信サー ピ一仕様記述とピジュアルプロクラムミンタ
電子情報通信学会誌(95.12)

50.志和:'マルチ1,lティア夢のテパイス',高分子学会(96.01)
51.世良, 田倉,太田:'Architecture Rsfinement for a
Distributed Function Mode1',IASTED Internationa1
Conference(96.01)
52 .冲,下村,太田: 'An  Access Determination Algorithm
for Preventing Non-secure Informaitoin F1ows' ,,
IASTED InternarionalConference(96.01)

5 3 .宮里,岸野: ' ;11インテキンク知覚における指差し情報と視線情報
による正答率',テレl1ジョン学会論文誌(96.01)

54. 岸野, 野間:'最新のV R事情一 A T Rの最新研究を中心と
して一 ',人工現実感とテレイクソスタンス研究委員会(96.01)

55, 北村,野間,宮里,岸野: '視覚と力覚のフィ ー ドバックを利用し
た仮想物体操作補助',電子情報通信学会論文誌(96.02)

56.野間,北村,宮里,岸野:'仮想物体操作における力覚のフィ

一ドパックの利用',電子情報通信学会研究報告(96.02)

57.張,小林,太田:'Support ing  New Service Creation for
Telecommunications' ,14th IASTED Internationa1
Conferense-Applied Informatics(96.02)

58. 岸野:'マルチ1lfィア技術の究極としてのバーチャルリアリティ',マルチ,lテ'ィア
システム構築。活用研究会(96.02)

59.堺野(NTT),岸野:'限球運動下の視空間の安定知覚のため
の適応適カルマンフィルタモテル',電子情報通信学会論文誌(96.02)

60.野間:'仮想物体の重み体感一見て、 i國んで、感じるVRインタフ
エ ースに実現一 ',電子情報通信学会論文誌(96.02)

6 1 .吉田 ,ソュリ,宮里,岸野: '言語と手振りにより仮想物体形

状生成インタフ I一ス',電子情報通信学会マルチfティア ,仮想環境基
礎研究会(96.03)

62.成山,大谷,岸野:'臨場感通信会議における人物動作の再

構成に関する一検討:臨場感通信機宣のための画像処理等

の信号処理',電子情報通信学会マルチ1lティア 。仮想環境基礎研

究会(96.03)
63. 河原崎:'通信、1フトウェアの構築技法オプジェクト指向方法の適用にっ
いで,電子情報通信学会 通信1fフトウェア研究会(96.03)

64 .在總,河原崎,太田: 'フ'ロタクションルールに基づく通信サーピス仕様記
述法:条件判定記述についての一考察',電子情報通信学会
交換システム研究会(96, 03)
65.大村,志和,岸野:'焦点調節補償型立体表示装置の検討',,
電子情報通信学会総合大会'96(96.03)

28



A T R光電波通信研究所

1.馬場,小川(NTT) 'Sma11-Sized MMIC Amplifiers Using
Thin Dielectric Layers',IEEE Trans on Microwave The-
ory and Techniques(95.04)
2 .木村,稲垣,唐沢:'2層構成の衛星配置を用いた衛星通信

ネッ トヮ ーク',電子情報通信学会 衛星通信研究会(95.04)
3 .大西 ,平井 ,  山本,藤田 ,渡辺 : ' S e-doped AIGaAs Grown
on GaAs(111)A by Molecular Beam Epitaxy',Journa1of
CrystalGrowth(95.05)
4 .平井 ,大西 ,  藤田,Vaccaro,渡辺:'Di f fus ion of
S i -acceptor inδ一doped GaAs grown on GaAs(111)A by
molecular beam epitaxy', Journa1of CrystalGrowth
(95.05)
5 . 細 田 , 川島 , 富永 , 渡辺 ,  藤原(九州工大) : ' A  G1oba1
Stab i l i ty  Analysis for Symmetric Sel f -Electro-0ptic
E f fect  Device Systems using a PotentialFunction
Method',IEEE J.Quantum Electronics Vo1.31,No.5
(95.05)
6.Vaccaro, 高橋,藤田,渡辺: ' S t r a i n  relaxation in
InGaAs/GaAs quantum we11s grown on GaAs(111)A
substrates', Journa1of CrystalGrowth(95.05)
7.馬場,小川(NTT): 'Mult i layer  MMIC DirectionalCouple-
rs Using Thin Dielectric Layers',IEEE Trans.on
Microwave Theory and Techniques Vo1.43,No.6(95.06)
8 . 藤田 ,大西 ,  江川(名古屋工大) ,庭野 (名古屋工大) ,,
神保 (名古屋工大 ) ,梅野 (名古屋工大 ) ,渡辺 : ' AIGaAs
/GaAs Double-Heterostructure LED' s Grown on GaAs(211
)ASubstrates Using Only Si l icon Dopant',Internationa1
Conference on Semiconductor Heteroepitaxy(95.07)
9 . 三村 ,細田 ,  富永 ,渡辺 ,  藤原(九州工大):'Absorpt ion
Saturation Mechani.sm in Short-Period GaAs/AIAs Supe-
r latt ice Sel f -Electro-0ptic Devices Based on
Wannier-Stark Localization',Seventh Internationa1
Conference on Modulated Semiconductor Structures
(95.07)

1 0 . 細田 ,富永 ,  渡辺, 藤原(九州工大):'Absorption satura-
tion mechanism in short-period superlattice optica1
modulators' , P a c i f i c R im Conference on Lasers and
Electro-0ptics(CEL0/Pacific Rim'95)(95.07)
1 1 .堀江 ,三浦,  唐沢:' l1 一ムスぺースで最大比合成受信を行うティジタ
ルピ ームフォ ーミンクァンテナの追尾特性',電子情報通信学会アンテナ・伝播

研究会(95.08)

12.三村, 大谷,細田,富永,渡辺,藤原(九州工大) : ' G a A s
/AIAs短周期超格子におけるキャリア章基金送の異常な遅れ現象(3)
第56回応用物理学会学術講演会(95.08)

13 .唐沢, 猪股:'通信用アイジタルピームフォーミン111アンテナ 一見えてきた
インテりジェントアンテナとしての将来一 ' ,電子情報通信学会会誌(技

術解説)Vo1.78.No.9(95.09)
14. 田中 ,三浦 ,千葉 , 唐沢 : ' ASICを用いたDBFマルチピームアンテナの
開発',電子情報通信学会和文論文誌B - Vo1. J78B No.9
(95.09)

1 5 .平野 (岡山理大) ,財部 (岡山理大) ,箕村 (岡山理大)
大西,藤田 ,渡辺 : ' AIGaAs:Se中のDXセンターの多重電子放
出',日本物理学会1995年秋の分科会(95.09)
16.池田(立命館大),Davis:'2次元4波モァルによるフォトリフラ

クティ1'媒質中の光経路の自己組織(強靭さと多様性)(95.09)
17. 奈良 (広島大学 ) , D a v i s ,  山賀 ,安川 (岡山大学 ) ,,
東辻(岡山大学):'神経回路網のカオスによる記憶の階層構
造に出現',日本物理学会1995年秋の分科会(95, 09)

1 8 . 小川 , 今井 ,三村 ,皆川 ,今岡 ,川村 ,松井 ,井田 ,澤田
:'ミリ波バー 、'ナル移動通信用光ファイバりンクの研究開発',電波システム
開発センタ一機関誌第18号(95.09)
19.Davis:'光カオスとその応用',光コンピ,ーティンク ・フiトニッ クスイッチンク
関連(95.10)
20.小川,今井,猪股:'Mi11imeter-wave Distribution over
Fiber Opt ic Link for PersonalMobile Communications
Telecom'957th World Telecommunication Forum Techno-
1ogy Summit(95.10)
21.唐沢:'光制御アレーアンテナの研究動向',電子情報通信学会光波
マイクロ波相互作用研究会(95. 10)
22.今井,川村,今岡,小川:'Mi11imeter Wave Persona1
Communications System Using Fiber-0ptic Links ' ,4th
InternationalConference on UniversalPersona1
Communications(95.10)
23.皆川,今井:'A40GHz Band MMIC Balanced Up-Converter
Using Multilayer DirectionalCouplers ',1995
Asia-Paci f ic Microwave Conference(95.10)

2 4 .今井,井田,小川: 'A  NovelBandpass Filter using Dire-
ctionalCouplers and Resistors',1995Asia-Pacific Mi -
crowave Conference(95.10)

25, 井田 ,平塚 (村田製作所 ) ,馬場 (三洋電機 ) ,今井 ,,
小川:'A K-band MMIC TransversalFilter Using Directi-
onalCouplers',1995Asia-Pacific Microwave Conference
(95.10)

26 .関ロ,K1ouche-Djedid,三浦,唐沢:'ティジタルl_一ムフiー ミン11の2
次元領域表現に関する考察',電子情報通信学会ティソタル信号
処理研究会DSP95-110,ICD95-159(95.10)
2 7 .橋口 (新日鐵) ,三村 ,藤田 (東京大学) : ' S i l i c o n  Field
Emitters to Vacuum Fluorescent Displays',The2nd
InternationalDisply Workshops Worshop on Field Emi-
ssion Display(Inv i ted) (95.10)

28. 唐沢:'移動体衛星通信における衛星タイパーシチと伝搬チャンネルモテル
電子情報通信学会衛星通信研究会/通信方式研究会(共
催) SAT95-62,CS95-118(95.10)
29 .細田,富永,三村,大谷,渡辺: 'Ca r r i e r  transport a f f e-
cted b yΓ一 X resonance i n  GaAs/AIAs superlattices
ASSP'95 (95.11)

30.川村,皆川,今井,小川:'ミリ波光ファイパリンクによる広帯域ティ
:/タル伝送',平成7年度電気関係学会関西支部連合会

Vo1.E79-C No.1(95.11)
3 1 . 三村 , 松本 (新日鐵 ) , 金光 ( 筑波大 ) : ' ;11一ラスシリコンの電界
発光とその応用',個体物理Vo1.30,No.11 (95.11)
32.吉,稲垣,三浦,唐沢:'光空間並列信号処理によるマルチl1一ム
アレーアンテナ',電子情報通信学会アンテナ伝播研究会Vo1.A.D95-80
(95.11)

3 3 .宮崎,唐沢,吉田(三菱電線) '級Ndドーフ' 光ファイパ増幅器',,
光通信システム研究会0CS95-91 (95.11)
3 4 .村田,細田,大谷,富永,渡辺,藤原(九州工大) : 'G aA s

/AIAs type-I超格子におけるΓ一 Xに影響されたキャリアトランス
i1一 ト',電子情報通信学会電子デバイス研究会ED95-123
(95.11)

35 .笠原,下田平: 'A  novelspatialsmoothing technique
for the MUSIC algorithm',IEICE Transactions on
Communications Vo1.E78-B No.11(95.11)

36. 田中,三浦,千葉: 'An  AS]1C Implementation Scheme to
Realize a Beam Space CMA Adaptive Array Antenna',電
子情報通信学会英文論文誌B アンテナ における適応信号処理
技術小特集号(95.11)
37.高橋,Vaccaro,藤田,渡辺:'InGaAs/GaAs strained-Laver
QW VerticalCavity Surface Emitting Laser Structures
Grown on GaAs(311)A Substrates by MBE',MRS'95Fa11
Meeting (95.11)
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3 8 . 三村 ,大谷 ,細田 ,富永 ,渡辺 ,藤原 (九州工大 ) ,  田中

:'Delayed photocurrent affected b yΓ一 X resonance
in  GaAs/AIAs type- I short-period superlattices ' ,,
Applied Physics Letters Vo1. 67No.22(95.11)
39.Davis,Liu(静岡大):'Adaptat ion to avoid output co-
11ision in a chaotic opt ica l r ing signalgenerator
Australian Conference on Opt ica lF ibre  Techno1ogy
(95.12)

40. 渡辺:'横型トンネル結合トランソスタ一工サキタイオ ードのトランシスタ化一 ',第55
回ACNet講演会(95.12)
41. 山賀,Davis:'Longing of Memory Sequences and Chaos
in a Recurrent NeuralNetwork',InternationalSymopo-
sium on Nonlinear Theory and i t s  Applications
(95.12)

42. 井田:'Technorogy Trends of MMIC TransversalFilters
1995Microwave Workshop and Exhibitation(95.12)

43.橋口(新日鐵),三村,藤田(東京大学):'薄膜トランシスタ積
層求リシリコン電子銃アレイ の製造方法',電子情報通信学会電子アバ
イス研究会(95.12)
44 .Nara (岡山大学),Dav i s ,Kawach i (岡山大学),,
Totsuji(岡山大学) 'Chaotic memory dynamics in a
recurren t neuralnetwork with cycle memories e lnbedded
by pseudo- inverse method',Internationa1 Journa1of
Bifurcation and Chaos Vo1.5No.4(95.12)
45.木村,稲垣,唐沢:'傾斜軌道2層成衛星配置を用いたタローパ
ル通信ネットワーク',電子情報通信学会衛星通信研究会(95.12)

46.猪股:'光電波通信の基礎研究',Key-Tec News No.29
(96.01)

47.宮崎,唐沢:'Appl ication of a photorefractive two-wave
mixing using a InP:Fe crysta l to  opticalcommunication
systems',Materials for nonlinear optics Vo1.7(96.01)

48 .橋口,三村,藤田: 'Mono l i t h i c  fabrication and e lectr i-
calcharacteristics of polycrysta11ine sil icon emitte-
rs and thin f i lm transistor',応用物理学会 Japanese
Jouna1of Applied Physics(96.01)

4 9 .広田(NTT ) ,栗井(山ロ大) ,川村 ,楳田 (NTT ) : ' ヨーロッバマ
イクロ波会議(EuMC'95)出席報告',電子情報通信学会電子一ァバ
イス研究会、集積回路研究会、マイクロ波研究会(96.01)

50. 関ロ,三浦,唐沢:'広帯域信号に対応したl_ ームスぺ一ス形アタフ'チ
ィ ファレー ',電子情報学会アンテナ,伝幡研究会(96.01)

5 1 .高橋,Va c c a r o ,藤田,渡辺,  向原 (東工大 ) , 小山 (東
工大) ,伊賀 (東工大 ) : ' A面上発光レーザの発振特性',,
電子情報通信学会 レーザ 。量子エレクトロニクスVo1.95No.457
(96.01)

52. 高橋,Vaccaro,藤田,渡辺:'Low threshold and stable
polarization characterististics i n ( 3 1 1 ) A-oriented
vert icalcavity surface emittinglasers ',レーザ学会学
術講演会(96.01)
5 3 .宮崎 ,唐沢,吉田(三菱電線) : '光ファイパ增幅器',レーザ学会
学術講演会第16回年次大会(96.01)
54.下田,多資:'KernelMusic法の提案',電子情報通信学会テ ィ
シタル信号処理/通信方式研究会Vo1.95(96.01)

5 5 . 土居 ,大鍾 (北海道大 ) ,小川 :; アタアティ11アレーアンテナと最ゆう

推定を組み合わせたバスタイバーシチ効果を持つ干渉キャンセラ',1996
年1月無線通信システム研究会(96.01)

56.多資,下田平:'高速化KernelMIJSIC法の提案',電子情報通

信学会 ティジタル信号処理研究会(96.01)
57 .猪股,唐沢,小川,渡辺:'光・電波融合技術の研究状況
一 A T Rでの研究を中心に一 ',電子情報通信学会光波マイクロ
波相互作用研究会(96.01)

58 .末松,今井: 'A  Fiber Optic/Mi11imeter- 1llave Radio Tra-
nsmission Link Using HBT as Direct Photodetector and
an Optoelectronic Upconverter',IEEE Transaction on
Microwave Theory and Techniques(96.01)

59. 山田,千葉,唐沢:'Frequency Characteristics of a Bea-
mforming Network of an Optica11y Contro11ed Array
Antenna and i t s  Radiation Pattern Measurements',IEICE
Trans.Electron(96.01)
6 0 .細田,大谷,三村,富フ]く, 渡辺 ,  田中 (九州工大 ) ,藤原
(九州工大):'Evidence for r - x transport i n  type-I
GaAs/AIAs semiconductor superlattices',Physlca1
Review Letters Vo1.75No.24(96.02)

61. 猪股:'マルチ1lティア 時代の基板技術一基礎研究と応用の展望一

',科学技術シン;11ジウム(96, 02)
62. 下川:'非決定性力学系による通信システム低次層機能評価',複
雑系札幌シン;1、ソウム(96.02)
63.細田,富永,渡辺:'光スイッチンク素子 , 1llSL-SEEDの高速化検討
電子情報通信学会フォトニックススイッチンク研究会(96.02)

64.三浦, 田中,唐沢:'An Algorithm for I)BF Self -Phased MRC
Array for Mobile-Sate11ite Muitipath Channels ' ,16th
AIAA InternationalCommunications Sate11ite System
Conference(96. 02)
65.小牧(大阪大),小川:'Trands  of Fiber-0ptic Microce-
11ular Radio Communication Networks',IEICE Transa-
ction on Communications(96.02)
66 .濱田,今井: 'A  Self -0sci11ating Optoelectronic
Up-Converter using a Heterojunction Bipolar Transistor

OFe 960PTICAL FIBER COMMUNICATION CONFERENCE
(96.02)

67. 唐沢,岩井(KDD):'仲上・ライスフ I一ジン 11l環境における広帯域
ティシタル伝送特性',電子情報通信学会AP.RCS.MW.EMCJ共催
研究会(96.02)

68 .堀江,三浦: 'ピームスペース最大比合成受信に基づいて送信l1一ム
を形成するDBFアンテナの検討',1996年2月アンテナ。伝播研究会
(96.02)

6 9 . 栗井 (山ロ大 ) , 今 井 , 小 林 ( 中 央大 ) ,  佐藤(KD])) ,,
高田 (東工大 ) , 二川 ( 防衛大 ) , 野木 ( 岡山大 ) ,  山ロ
(新潟大):'1996年アシア太平洋マイクロ波会議出席報告',電子
情報通信学会マイクロ波研究会(96.02)
70.K1ouche-Djedid:'Pi-Cascade cross function digita1
f i l t e r  with arbitrary zeros',IEEE Electronics Letters
Vo1.32No.5(96.02)
71.高橋,藤田,小山,伊賀:'GaAs(311)A面上InGaAs/GaAs歪
量子井戸レーザ',ATRシン;11ジウム「高密度原子ステップ面の応用」
(96.03)

7 2 .高橋,Va c c a r o ,藤田,渡辺,  向原(NTT),小山(NTT),,

伊賀(NTT):'High Performance InGaAs/GaAs Strained QW
VerticalCavity Surface Emitting Lasers Grown on
GaAs(311)A Substrates',第13回半導体レーザシン求ジウム(96.03)
73.高橋,藤田,渡辺:'InGaAs/GaAs atraned-1ayer
vertica1-cavity surtace-emittinglasers fabricated on
GaAs(311)A-oriented substraters ',1996年春季第43回応
用物理学関係速合講演会(96.03)
74.Vaccaro,細田,藤田,渡辺:'GaAs(111)A,(2111)A,(3111)A
基板上に成長したビェゾ量子井戸の光学特性',第43回応用
物理学関係連合講演会(96.03)

7 5 . 大谷 ,細田 ,三村 ,富永 ,渡辺 ,藤原 (九州工大 ) '間接
遷移型GaAs/AIAs超格子における強励起時のP L特性',第
43回応用物理学関係連合講演会(96.03)

76.三浦, 田中,唐沢: 'ピームシぺースCMAアタ7'ティファレーアンテナによる収
束並びに追尾特性の測定実験',1996年電子情報通信学会総
合大会(96.03)



77. 柴田, 稲垣, 三浦, 唐沢:'光空間信号処理マルチピーム受信アンテナ

の一構成法',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)
7 8 .松井 ,皆川 ,今井 : ' 11リッソ型MMICスイッチの反射特性改善にっい
で ,1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)
79.演田,今井:'HBTを用いた自己発振型光マイク口波ミキサに関す
る検討',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)

80.皆川,今岡,今井:'ミリ波帯多層化MMICとその応用',1996年

電子情報通信学会総合大会(96.03)
81. 井上, 三浦, 唐沢:'サイクリック拡散符号による高耐フェーソン1f広帯
域DS/CDMA方式',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)

82 .宮崎,稲垣,唐沢,吉田: 'タフlルクラッドファイパ增幅器の増幅特性
1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)

83 .今岡,皆川,今井: 'スタッフICに適した多層化MMIC',1996年電

子情報通信学会総合大会(96.03)
84 .堀江,三浦: 'ピームスペース最大比合成受信に基づいて送信l1一ム
を形成するセルフl1 一ムステアリンクァレーアンテナ',1996年電子情報通信学
会総合大会(96.03)

85.井田,今井,小川:'CPW方向性結合器を用いたトランスパーサルフィ

ルタの試作',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)
86 .関口,三浦,唐沢:'広帯域信号に対応したピームスペース形CMA
アタプティ 7'アレー ',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)
87.吉,稲垣,三浦,唐沢:'光空間並列信号処理マルチピームアレーアンテ
ナの実験系',1996年電子情報通信学会総合大会(96.03)

88. 皆川, 今井:' 小型ミリ波MMICスイッチ',1996年電子情報通信学会
総合大会(96.03)
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Transformed Auditory Feedback:Effects of
FundamentalFrequency Perturbation
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An analysis of the dimensionality of jaw
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CAM-Brainシミュレータの高速化 一 プ口タラムの改良
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A Minimum Error Approach to
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3次元物体投影像における一撃的交差形状解
析法

The Perception of Concurrent Vowels:Peri
odic and Aperiodic Vowels
発振ニユ ーラルネットの遊走的な出力軌道の性質変化
に関する実験的解析
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する研究
一般回帰による正規化論理の多価関数への拡
張と線過程を用いない不連続関数再構成アル
ゴリズム

The Effects of Complex Extraneous Sounds
on a VowelContinuum.
最小キー ワー ド列分類誤りのための新しいス
ポッタ設計法
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Theory for Trajectory Planning and
Contro1
Examinations of Possible Explanations fo
Trajectory Curvature i n  Multi- Joint Arm
Movements
Object Recognition by Combining Paraper-
spective Images
Visua lF ie ld  Effects i n  MentalRotations
Multi Valued Regulation Networks(多価正
規化ネットヮ ー ク 一多重表面 復元と2重
運動検出への応用一
大規模2 次計画問題に対する内点法とその数
値計算について 一逐次線形の部分問題への
適用を目指して 一

Projective Invariants of Intersections
of Hyperplanes in  the n-dimensionalPro-
jective Space
Time-domain simulation of sound produc-
tion i n  the brass instrument

A new discriminant generalised cross cor
relator
EFFECTS 0F IMAGERY 0N FACE PRIMING
Using an Inverse Dynamics Representation
to Reconstruct TemporalFiring Patterns
of Purkinje-ce11s in  Monkey Ventra1
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H- 87

H- 89

H- 90

H- 94

H- 95

H- 96

H- 98
H-101

多価正規化ネッ トヮー ク 一多対h写像を学習
する多層ネット ヮ ー クの理論一

The Asynchronous MFT Equation Converges
Faster Than the Hopfield Network
並列計算機CM-5を用いた逐次線形化法に対す
る数値実験

局所微分フィルタを用いた多重スケール多重

方向場の表現と検出
Exemplar-based and Norm-based Models of
Face Recognition
Exp1oing the Structure of Multidimensio-
nalFace Space
Nonparametric Regression for Learning
Auditory SignalProcessing for the Segre
gation of Speech from Interfering Sounds
:A ComputationalInvestigation of Spatia
Location and Periodicity Cues
The sy11ables,InternalStructure and
Role in  Prosodic Organization
2次計画問題に対する主双対内点法とその数

値実験

Eliminating spurious memories using a
network of chaotic elements
筋電位に基づく 調音運動開始時点の測定

一発話潜時との比較一

Telephone Band Conversion of Studio
Quality Audio Data
Temporalconstraints on the perception
of the McGurk ef fect.

FunctionalData Analyses of Lip Motion
Feminiuity and masculinty of the face
物体の運動と形状の3次元復元と操作のため
の体系的計算理論

X-ray f i 1 ln database for speech research
Viewpoint Dependence in  Face Recognition
一般化線形モテルによる発火頻度解析

Analysis of NeuralFir ing Frequency by a
Generalized Linear 1llode1

Proceeding of the ATR workshop on”A
Bio1ogicalFramework for Speech
Perceotion and Production”

1llhy the1/3Power Law of Drawing and
Planar Motion Perception?
MVHBF:A network that approximates
multi-valued,vector-output mappings
Automatic Face Recognition:Combining
Configuration and Texture
Effects of Lighting on the Perception of
FacialSurfaces

An Evolutionary Approach to Program
Transformation and Synthesis
Applying Energy Minimization Splines To
X-Ray VocalTract Images
Localization i n  the HorizontalPlane:A
BinauralApproach
視覚運動学習を可能にする中枢神経機構

一人間の到達運動から推定する座標系とその
表現一

H-130

H-132

H-133

オ1ティカルフロ ーからの多重運動立体視の計算機実
験

Syncrgy of Modular NeuralNetworks by
Fuzzy Logic
A PROPOSAL T0 CREATE A NETWORK-WIDE
BIODIVERSITY RESERVE FOR DIGITAL
()lRGANISMS

ブロック構造を持つ2次計画問題に対する非
同期並列型共役勾配法

An Asynchronous Para11elConJugate
Gradient Method for Quadratic Programmin理
Problems with Some B1ock Structure
ヒトおよびチンパンジーの舌筋の比較研究

2次運動が示す運動視差および動的遮蔽の手
がかりからの奥行知覚

Learning to1ocalize sounds using vision
顔の感性情報処理の研究方法
線形計画問題に対する射影変換法とァフィン

変換法 0n Projective Scaling Algorithms
and Affine Scaling Algorithms for Linear
Programming Problems
MATLAB入門
Mathematica入門
Chaotic Potts Spin model for combinato-
ria1optimization problems
Tierra Network Version

Impl ic i t  Learning of Complex Visua1
Regularity of Faces
Bifurcations in  traveling salesman
problem
Experiments in VowelSegregation
Varability i n  Familiar and NovelTalkers
:Effects on Mora Perception and Talker
Identi f icat ion

Simulation probability matching in grou-
ps of foraging animals:A comparison of
representationaland nonrepresentationa1
models

The Effects of Talker Variabi l i ty on the
Perception of American English/r/and/1/
by 1「apanese Listeners, II :Subject d i f f e r-
ences,acoustic and ten1poralcorrelates
of talker effects, and some technica1
considerations
単純順位文法に対する並列構文解析アル:lリ スムの
CM-5への実装とその性能評価
統計的時系列モァル を用いた変換聴覚フィ ー ドパッ ク
法の検討

Bifurcations in mean f i e l d  theory annea-
1ing
Refining Hygenic ,Macros for Modules and
Separate Compilation
磁気脳波計測装置を用いた実験のための聴覚
刺激呈示系の試作
正弦波と母音/a/に対する月、出内活動の比較

Chaotic Potts spin
AcomputionalApproach to Evolutionary
Bio1ogy
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Trumpet sound simulation using a
two-dimensiona11ip vibration mode1
Time-domain Simulations of Sound Pro-
duction i n  an Organ Flue Pipe
Acoustic characteristics of the human
paranasalsinuses derived from sound
measurement and morpho1ogica1observatior1
Complex Spikers of the Cerebe11ar Purki-
nje Ce11s Encode Sensory Error Signals
in the Inverse-Dynamics Motor-Command
Coordinates

H-184

H-186

The C/D Modelas a Dynamic,Non-segmenta1
Approach
Validity of gender judgement of faces;
Comparison between faces of di f ferent
age groups
Acoustic characteristics of the piriform
fossa i n  models and humans
2質量モf ル を用いた金管楽器の発音シミュレーション
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H-190H-181

N0.

夕 イ ト ル No タ イ ト ル

C- 5

111C- 6
C- 7
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C- 12
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C- 18
C- 21

C- 22
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111C- 29
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C- 33
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C- 37

11lC- 38
;11C- 39
11lC- 40

光切断方法における3次元立体形状自動入力
I N T E R S H I P  R E P O R T
言語・画像情報統合理解の研究

構文解析ツール P A R S E R
対話と係り受け情報を利用した文献検索シス
テムの研究

臨場感通信会議システムに関する一考察
概念図作成支援システムの試作

文書画像デー タベー ス編集プログラム
出版業におけるレイァ ウトに関する専門知識
の調査
通信ソフトゥェアの仕様記述法について

暗号研究の現状

直線型3次元H 0 U G H変換による平面の抽
出
セキュリティ研究の現状

Relative Order Dstermination i n  Ambiguo-
us Moire Pictures Surface Carvetures(*)
奥行き歪に関する一検討

顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力

Symbolics用日本語入力フロントェン ド ・ キ
一ポー ドェ ミ ュ レー タ ー 「 J O K E R 」
モアレ結生成及び3次元形状合成システム取

扱説明書

光切断法による3次元形状の自動入力に関す
るソフ ト ゥェア取扱説明書

FacialImage Processing and Face Modeli-
ng(*)
指文字を例にした手振り認識の結果

スケールスペー ス解析と輪郭線の規則性によ
る輪郭像のセグメンテー ション手法

S I P S利用の手引
文書レイアウトに関する研究一研究環境一

地図案内システム I MAG  E
図形画記述/検索 SPADE SYSTEMルール説明書
図形画記述/検索 SPADE SYSTEMインタフェ ー スツ ール
通信技術文書体系化システム
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C- 54
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C- 63
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C- 65
C- 66
C- 67
C- 68
C- 69

C- 70

C- 71

C- 72

C- 73
C- 74

通信ソフ トゥェア設計支援システム

3 次元形状の再構成手法について
演繹的学習にっいて
U l t  r i xコマンド利用者マニュアル
知的文献検索実験システムの仕様

要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の
一部にっいてのA R Tによる実現
J O K E R シ ステム  Symbo l i cs側ソフトゥ
エア解説書

Symbolics用 日本語ター ミナル ・エミュレ
ー タ

Symbolics用 d v i フ ァ イ ル  プレビュアー
システム

ネ ッ ト ヮー ク仕様記述言語処理系仕様書
知的電話機設計ドキュント

ユーザモデルを用いた知的文献検索システム
の仕様

プロダクシ ョ ンシステム と A T M S に よ る 、

画像認識システムA S D S
PV-WAVE拡張プ口シジャ ーマニュアル
Hand 1llotion Interpretation llsing Neura1
Networks(*)
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

ネ ッ ト ヮ ー ク仕様記述処理システムにっいて
通信、1フトウIアの非手続的手法と解析手法の研究
通信ソフトゥェアの自動作成実験
C Gによる枝ぶり生成法
格子点探索方法における最近傍底点の周期性

Software Design and i t s  Automation Fina1
Report(*)
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
3次元画像モデルデー タベー スのアクセス。
指示法の研究

2次元対象物の3次元化手法としてB S E法
の提案

S TR(S ta te  Transition Rule)記述仕様書
State Transition Rule(ST111)Description(*)
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視点追跡形立体表示装置の構成と操作方法
運動視における表示遅れの影響
RealTime Hand Motion Detection and Rec-
ognition(*)
視線検出装置とマウス を併用する指示入力法の
評価

通信サーピスにおける要求の理解
自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を総合した3次元仮想空間
中での対象物操作と配置

Interctions between objects in  a virtua1
space(*)
利用者インタフェ ー スのための手振り確認と
理解について

設計知識の構造化と活用
設計プロセスの蓄積と再利用

Acquiring3D Models from Sequences of
Contours(*)

通信サ一 l1ス仕様から通信、1フトウェアを生成する手法
Evaluation of the Homotopy Sweep Techni-
que Representation and animation of
three-dimensionaltmages for human face
generation and mouth animation
表情表現を考慮した顔特徴点抽出に関する検

討
オ -fジェクト指向ア ー タぺースのアクセス制御機構とセキュりティ設
計支援手法
バー Jナル・コンストラクト・心理実験にもとづく自動車記
述のための概念検出可能性に関する研究

What You Say I s 111hat You See
- Interactive Generation,Manipulation
and Modfication of 3-D Shapes Based on
VerbalDescriptions- (*)
Calibration of a Stereoscopic Display
Systen1 without specialequipment needs(*)
眼のG Sアニメ ー ションと視線の知覚に関す
る検討

3次元顔画像生成に関する研究

PerceptualKinemations :Vision-based Con-
t ro1of  Robot Manipulators(*)
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再活用
ドメインモデルを利用した通信サー ビス仕様
生成手法
空間多重フィルタリングの基づく3次元曲面

の特徴計測とその一般化
Towards the Realization of Rea1-Time
Co11ision Detection(*)
通信サー ビス仕様におけるサー ビス競合の自
動検出法
Screening services s imulat ion(*)
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S T R手法と通信サー ビス競合 (非決定性)
検出に関する考察

ネ ッ ト ヮー クセキュリティ参照モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的

3次元形状推定

通信サー ビス要求記述への自然言語の適用
自然言語による通信サー ビス要求記述からS
T Rへの変換
通信サー ビス仕様S T Rからプログラム仕様
S D Lへの変換
ドメインモデルによる要求理解にっいて
連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出法
の検討
S TR(S t a t e  Transition Rule )記述様式書
A Sophisticated Manipulation Aid i n  a
VirtualEnvironment
l[Jser Interest Acquisition
3次元計測デー タの重要度に応じた表情再現
方法の一検討
Knowledge Representation and acquisit ion
f o r 3-D shape onto1ogies
広域状態遷移に着目した通信サー ビス仕様の

検証

階層的空間表現を用いた3次元物体間の実時
間イン夕ラクションに関する研究

高信頼性ソフトゥェア設計手法の研究

通信サー ビス仕様に関する要求理解とソフト
ウェア変換に関する研究

対象システムに非依存なソフトゥェア生成と

異種プロトコルへの整合
交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計

算方式
分散ネットヮ ー クにおける通信ソフトゥェア

仕様の生成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕

様記述の理解法

実行順序解析方式
樹木画像を入力とする3 次元樹木形状のフラ
クタルモデルの自動推定方法
仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関

する考察

臨場感通信会議システムにおける実時間表情

検出
V R研究における力覚提示装置の分類T 0 C
U Sを利用した試作装置の提案
Evaluation of a Emotion Enhanced Face to
Face Meetings which uses the Concept of
VirtualSpace Teleconferencing
Evaluation of a System f o r 1lfentalImage
Visualization
把持動作における夕一ゲット予測

手振りと言語による仮想物体形状インタフェ
ー ス

画像ポケにより生じる置行き知覚誤差の定量

化
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3D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得

方法
通信サー ビス設計および検証における形式的
支援に関する研究

S n a k e sによる複雑な輸郭の追跡

36
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フラクタルを用いた仮想空間中の樹木形状の

高速表示技術の研究
臨場感通信会議における人物動作のリァルな
実時間再現方式
熱画像と可視光画像のステレオ統合により時

系列距離画像獲得法の検討
遺伝的アルゴリズムを用いたマルチカメラ画

像からの人物の姿勢推定法の検討

3 次元物体形状の面対称性に基づく 能動的復
元および色彩情報の再現

S T Rによる使用記述法と仕様確認支援手法
の評価

異常な状態への遷移の検出精度向上手法の検
討
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C-154
C-155
C-156

C-157
C-158

C-159

オブジェク ト指向デー タベー スシステムにお
ける完全性のための設計支援手法
危険な情報フロ一削除手法
サー ビス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフトゥェア要求獲得
支援手法
図形によるサー ビス仕様記述支援法

Recognition of Continuous Gestures Using
Nonlinear Dynamics
An indirect approach to hand gesture
recognition for applications combining
hand gestures and natura11anguage
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昭和61年度試作M 11[ ICの能動素子特性評価
光衛星間通信に適用可能な光デバイス、通信
方式に関する調査報告書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算
LUFET MMIC・多層化MMICの試作検討
一第1次試作一

GaAs FETのAC小信号モデルパラメ ー タのバイ
アス依存性評価

S i 選択ドープG a A  s / A I G a A s量子
井戸構造の発光応答
有限要素法を用いた導波路の電磁界解析プロ
グラムマニュアル

Towards exoeriments in functiona1optica1
chaos(* )
有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択ドープ量子井戸のサプバンド構造とサブ
バンド間吸収の解析
Tera1lertz Coherent Radar

Electronic structures of GaAs/AIAs super-
1attices(* )
Vibration ,Modes Around a Soliton in
Tran -Polyacety lcne( ト ランスポリァセチレ
ン ・ソ リ トン付近の振動モー ドの研究(*)
非線形動力学の立場から見た神経回路網とそ

の情報処理機能

「非線形動力学のApplicabilityワークショッフ」
報告

多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と

多重波干渉除去技術への応用
リミットサイクルを埋め込んだ、非対称な結

合行列を持つ、 神経回路網の記憶想起特性
MMIC小型化の研究
tnl IC非線形デバイス回路の研究

0- 21 G a A s / A I G a A sおよびI  n G a A s
/ A I G a A s量子井戸構造におけるサブバ
ンド間遷移

S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析
ATR における高周波回路の研究
一超小型・高機能MMIC-
光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性
成層圏無線中継航空機を用いた

宇宙光通信実験

.G a A s  ( 1 1 1 ) M B E 成 長 と S  i ドー ピ
ング

高濃度S i ドープG a A sのラマン散乱と量
子井戸サブバンド間吸収の外部光制御

有限要素法を用いた2次元静電場解析プログ
ラムマニュアル

G a A s表面・界面の制御
有限要素法による損失のある2次元導波路の

特性解析プログラムおよびその解析法を用い
たM 1ll IC等低損失線路の検討
空間回路網法を用いた周波数特性解析fロ11ラム
マイク口波帯移動通信のためのアンテナ・給
電系ハー ドゥェアの検討

多重波伝搬特性と等化方式の研究
スロ ッ ト結合マイクロス ト リ ップアンテナ-
テ ラへル ッ ・ イ メ ー ジング ・ レー ダ
Superresolution of 1llultipath Delay Pro-
f i l e s  Measured by PN Correlation Method
and I t s  Application to Indoor
Propagation Analyses(*)
BER Performance of Anti- 1llultipath Modula-
tion Scheme PSK-VP and i t s Optimum Phase
-Waveform(*)
In-Room Transmission BER Performance of
Anti-Multipath Modulation PSK-VP(*)
偏光変調/コヒ ー レント検波方式に関する実
験的検討
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光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射

特性
A T R光電波通信研究所の5年間の歩み
MM I Cの超小型化・高機能化技術の研究
1991年度MM IC研究成果報告
Mode11ing of S1ot Coupled,Circular
Microstrip Patch Antenna Elements ( * )
移動体衛星通信用DBF アンテナ信号処理部の構成
とその特性
MM I C回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライ

メント誤差の影響

4mφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システ
ムの開発とその評価

ElectricalContacts on(111)A GaAs(*)
ワ二工・シュタルク局在現象を利用した自己電気光学
効果素子

High Speed Fiber Optic Link Deve1opment
for PersonalCommunication Systems
MM IC非線形アバイス回路の研究
GaAs(111)A面上の横方向p-n 接合と段差基板
上のMBE成長シミュレー ン
移動体衛星通信用アクティフlアレーアンテナの研究

Quasi-0ptic Electrooptic Modulator on
LiNb0 3
MMICデバイスプロセス技術
ピームスペースCMAアタ11lティ -f アレ ー
室内における多重波伝搬特性の研究

二,ーラルネッ トワー ク を用いた適応等化器の研究
マイクロ波ミリ波帯小型フィル夕の研究
スロ ッ ト結合型円形マイクロストリッフ'アンテナ の端子間相互
結合特性

GaAsパター ン基板上でのGaAsの分子線工 l1タクシー
におけるGa表面拡散長の異方性
GaAs選択エ ッチング用HF+H 20,+H 20混合液の
基本特性
GaAs(001)Aパタ ーン基板上でのGaAs/AIGaAs多層
膜の分子線工ピタクシ一中のファセット 成長
GaAs(001)Aバタ ーン基板上でのGaAs/AIGaAs多層
膜の分子線工ピタクシ一中のファセット 成長
ピーム伝搬法によるステッ1型光導波路の解析
非線形タイナミックスを利用した新機能素子の研究

Design of mi11imetre wave personalradio
systems using f ibre opt i c l i nks
HBTの光マイクロ波集積回路への適用
フェ ーズドアレーアンテナの適応制御に関す
る研究
GaAs(111)A面上におけるDBR 用多層膜のMBE
成長

スぺクトル領域法を用いたスロット結合円形
マイク ト ス ト リ ップアンテナの解析

MBE成長による(111)A面GaAs段差基板上へ
の横方向p-n 接合の形成とその応用
セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御に

よる周波数利用効率の改善

D B FアンテナにおけるA/D変換器の有効
分解能に関する検討

ビーム伝搬法による分布屈折率型光導波路の
解析
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MBE 成長による(111)A面GaAs基板上へのGaAs
/AIGaAs の成長とその応用
Piezoelectric ef fect i n  InGaAs/GaAs
quantum we11s grown on(n11)A-oriented
GaAs substrates(n=1,2,3,4)
P A L - S L Mの基本特性とその応用可能性
M B  E法によるドーパントS iのみを用いた
GaAs(111)A面上GaAs,AIGaAs/GaAs LED構造の
成長

Software for design of semiconductor
multilayer structures
Study of Some Adaptive Eigenspace
Algorithms for Sensor Array
The Growth of High Quality InGaAs Quantun
We11s on GaAs(111)A Substrates
ワニエ・シュタルク局在効果を利用した半導

体光素子、WSL-SEEDの動特性解析〔I〕
ワ=工 ・シュタルク局在効果を利用した半導
体光素子、WSL-SEEDの動特性解析〔 II 〕
ワニエ・シュタルク局在効果を利用した半導

体光素子、WSL-SEEDの動特性解析〔]1lI〕
半導体超格子中の「 一 X transferのキャリ
ア輪送に対する影響

ミリ波帯MM  I Cバランス型アッブコンl1 ュ ー タ
A High Resolution Algorithm for
Detection-estimation of Narrow-band
Signals using Sensor Arrays without
Eigendecompositions of Data Correlations
GaAs(111)A面上デル夕 ドープGaAs層における
不純物の拡散

ミリ波帯高アイ 'ルーションMMIC FETスイッチの検討
広帯域信号に対応したビームスペー ス形C M
Aアダプティブアレー

MBE法によるSi(111) 基板上GaAsへテロエl1タキシャル
成長

多自由度複雑系ダイナミクスの研究
一その理解と利用一

カオスと量子現象 一 f 、加ピ ック系とレーザ系一
超潤滑 一摩擦ゼロとなる状態一

Superresolution PN Correlation Method
(SPM) の多重波遅延時間の分解能特性に関す
る研究

光/ミリ波無線リンクシステムの設計と構築

レーザーマイクロl1ソョンの高速高分解能信号処理法
波長1.06 µ m帯ネオジウム添加光ファイパ增幅器

GaAs/AIAs type- II超格子における光励起電
流発振

非静止衛星通信ネットワークにおける光衛星間通信

パラ メ ー タの評価

In系超格子におけるワ二工シュタルク局在効果とその
応用

非線形有機光学材料の設計論

アタフ1テキ11アレーアンテナ と最ゆう系列推定の結合
方向性結合器を用いたマイクロ波トランスパーサルフィルタの

研究
DBFマルチピームアンテナティジタル信号処理部の開発
BSCMAアタフ「ティ -fアレーアンテナ ティソタル信号処理部の開
発

ティジタルセルフll1一ムステアリン 111アレ ーアンテナ信号処理部の開発

#0- 86
#0- 87

#0- 88

#0- 89

#0- 90

#0- 91

#0- 92

#0- 93

#0- 94

#0- 95
#0- 96

#0- 97

11l0- 98
:ll0- 99

#0-100

11l0-101

#0-102
#0-103
#0-104

#0-105
#0-106
算0-107
#0-108

#0-109

11l0-110

#0-111
#0-112
#0-113

#0-114
#0-115

#0-116
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DBFマルチl1 一ムアンテナティソタル信号処理部の開発(回
路設計テータ 付 )

BSCMAアタブティフlアレーアンテナティジタル信号処理部の開

発(回路設計テータ付)
ァイジタルセルフピームステアリンクァレーアンテナ信号処理部の開発
(回路設計テータ 付 )

OpticalProcessing Multibeam Array
Antenna
車載アイ シタル11一ムフォ ーミンクァンテナによる衛星電波の追
尾受信実験
IMSLより給電されるスロット結合マイクロストリップアンテナ

小型・低損失マイクロ波フィルタの研究
ミリ波帯多層化MMICの研究
通信網の発達に伴うトラヒック理論の機能的

困難と克服への展望
GaAs(111)A基板における成長前表面処理とそ
の表面状態の研究
高指数A面段差基板を用いた横型トンネル接
合デバイスの研究

No タ イ ト ル

11l0-117

#0-118

#0-119

#0-120

#0-121

#0-122
#0-123
#0-124
#0-125

11l0-126

#0-127

1ll0-128
#0-129
1ll0-130

#0-131

レーザーマイクロビジョンの信号処理
リァル夕イムレーザーマイ ク ロビジ ョ ン

Opt ica lswitch ing applications of delaye
feedback nonlinear systems
Adaptive selection of osci11ation mode
i n  a chaotic opt i ca l r i ng  to avoid outpu
co11isions
ミリ波ブリッジ型MMICスイッチ

AVSを用いたニユ ーラルネットワークの可視化シミュレーション

単一ドーハント Siのみを用いたGaAs(111)A段差基
板上横方向サプミクロンキャリ閉じ込め構造のMBE成
長

サイクリック拡散符号を用いた広帯域スぺクトラム拡散通
信方式
DBFセルフピームステアリンクァレーアンテナ
自己発振型光マイクロ波ミキサ
ミリ波小型平面アンテナの開発

GaAs(311)A面・面発光レーザ

#0-132
1ll0-133
#0-134

#0-135

#0-136
#0-137
#0-138
#0-139

A T R自動翻訳電話研究所 0619-02 京都府相楽郡精華町光台
国内 (0774)951162

電話 :  -
国際 +81774951162

N0.

タ イ ト ル

N0.

タ イ ト ル

I- 01
I- 02
I- 03

I- 05
I- 06
I- 07
I- 08
I- 09

I- 10

I- 11

I- 12

I- 13

I- 14

自動翻訳電話の基礎研究(*)
通訳を介 した電話会話の特徴分析
多層音音負ラベルをもっ日本語音声デー タべ一
ス

連続音声認識

時間遅れ神経回路網による音韻認識(*)
通訳を介した電話会話収集デー タ
日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声デー タベー ス管理シ
ステム

Research Activities of Speech Processing
Department
対話型操作環境をヮ ー クベンチごとに設定で
きるメニュ ー システムの作成

音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジ
ュ ール群の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis
Method

Generalizing Unification i n  Semantic
Networks toward NaturalLanguage Under-
standing
A Description of English Dia1ogues by
StructuralCorrespondence Specification
Language:SCSL
電話対話と端末間対話の比較(*)

自然言語対話理解ワー クショップ講演要録
(1987.12.27-28)(*)
Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破
裂音の識別

音声デー タペー ス構築のための視察による音
書員ラべリング

I- 22 Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Departmant
Quality Contro1of Speech by Modifying
Formant Frequencies and Bandwidths
種々の発声様式における韻律パラメ一夕の性
質について

種々の発生様式における日本語音声の音負律の
特徴とその制御にっいて(*)
目本語発話行為タイプの解析 ( I ) ( * )
テキス ト ・ デー タペー スからの慣用表現の自
動抽出

研究用日本語音声デー タべー ス利用解説書
言語デー タベー ス用格、 係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母音無声化の分
析と予測

音声・言語インタフェ ー スの予備検討
素性構造とその単一化アルゴリズムに関する
検討

A Phoneme Lattice Parsing for Continuous
Speech Recognition
Modularity and Scaling i n  Large Phonmeic
NeuralNetworks

会話テキス トの機械通訳のための翻訳単位の
表現と計算(*)
言語データベー ス統合管理システム(*)
動詞敬語の相互承接について一句構造文法理
論を用いた構文論的説明一

解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization of a Knowledge Base
for English
目標指向型対話における次発話の予測

I- 23

I- 24

I- 25

I- 26
I- 27

I- 28
I- 29
I- 30

I- 31
I- 32

I- 33

I- 34

I- 35

I- 36
I- 38

I- 39
I- 41

I- 42

I- 15

I - 16
1- 17

I - 18

I- 19

39
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I- 43

1- 44

言語デー タべ一ス作成のための 日英対訳対応

付け

Record of Six Work Sessions on Concepts,
Methods,and Tools from Existing Running
Rea1-Size MT Systems
タイプ付き素性構造に対する操作:動機およ

び諸定義(*)
キー ボー ド会話収録システムにっいて
Hidden 1llarkov Mode1を用いた英単語認識
英語音声デー タベー スの作成
句構造文法にもとづく日本語文の解析

H M M音韻認識におけるモデル継続時間長の
制御手法(*)

日本語音韻継続長における文発声固有の性質
にっいて(*)
ニューラルネットによる英文単語列予測モデ
ルの検討(*)

複合合成単位を用いる規則音声合成における

単位選択尺度について(*)

Pragmatic Extensions to Unification-
Based Formalisms.

Typed Features Structures:the Language
and i t s  Implementation
合成用日本語音声デー タベー スの概要
HMM音韻認識に基づくヮー ドスポッティン
グ(*)

Fast Back-propagation Learning Methods
for NeuralNetworks in Speech
Speech Research at ATR Interpreting
Telephony Research Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュ ー ラルネ ッ ト ヮー クの音声情報処理への
応用

解析過程の制御を考慮 した句構造文法解析機
構の検討

Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Modified Mltalk

対話翻訳のための階層型プラン認識モデル

目標指向型対話におけるドメイン知識の調査

Tools for FundamentalFrequency Mode1-
1ing
Research Activ it ies of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
1988

RETIF:A Rewriting System for Typed Fea -
ture Structures

スぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーディング知識を用い

た音音1員セグメンテーション ・エキスパー トシ
ステム

The ATMS ManualVersion1.1ATMS説明書
1.1

Politeness Strategies i n  American Eng-
1ish Telephone Dia1ogues 米語電話会話に
おけるていねいさの表現

形態素情報利用解説書 (兼作業マニュアル)

連続音声デー タベー スにおける言語・韻律情
報(別冊付録 文リスト及び係り受け構造)

I - 80
1 - 81

I - 82

I - 83

I - 85

I - 86
I - 86

I - 86

I - 89

1 - 90

否定文の理解に関する研究

音素的特徴の動的性質を用いた調音結合の正
規化

H MM音音負認識と拡張L R構文解析法を用い
た連続音声認識

対話参加者の心的状態に関する制約に基づく
発話解釈モデル

T D N N音音員スポッティングと拡張L R パー
ザを用いた文節音声認識

研究用A T R日本語音声デー タベー スの作成
研究用A T R日本語音声デー タベー スの作成
(別冊 連続音声テキスト)

研究用A T R日本語音声デー タベー スの作成
(別冊 不特定話者音声テキスト)
時間遅れ神経回路網 ( T  D N N )  を用いた音
音負/音節ス・ホ、ッティ ク
Para11elism,Hierarchy,Scaling i n  Time-
Delay NeuralNetworks for Spotting Pho-
nemes and CV -Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応
用

セバレートべクトル量子化に基づく話者適応化

ファジィぺクトル量子化に基づく話者適応化

ぺクトル量子化話者適応のHMM音韻認識への適用
ぺクトル量子化話者適応の時間遅れ神経回路網
(TDNN)による音韻認識への適用
話者重畳型HMMを用いた調音様式の話者適応
化
ベクトル量子化話者通応化の研究
話者適応化における写像方法の比較

音声言語日英翻訳実験システム(SL-TRANS)
時間遅れ神経回路網(TDNN)による音音負スホ、 、yティン

l1lのための効果的学習法
結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連続確率を用いた付属語列の生成実
験

高精度HMMを用いた英単語認識
係り受け関係を用いた文節候補選択処理

SL-TRANSにおける、文節候補選択処理、問合
わせ処理

文節候補選択処理のための係り受けテー タ
会話文音声生成のための音声合成、 および二ユ

ーラルネットヮ ークの連続音声への適用
Multiple 1lnheritance i n  RETIF
Research Activit ies of the Speech Pro-
cessing Department
0N INTERPRETATIONS 0F A FEED-FORWARD
NEURAL NETWORK
Research Activit ies of the Natura1 Lan-

guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
Feb.1989-0ct.1989

ニュ ーラルネットにおけるバッ クフ'ロバf 一ション学習の効率化
方法

Connectionist Large Vocabulary 1lord Re-
cognition
日英機械翻訳システムにおける生成文の評価

ー 「ダ」型表現を中心にして 一

I- 45

I- 46
I- 47
1- 48
I- 49
I- 50

I- 51

I- 52

I- 53

I - 54

I- 55

I- 56
I- 57

I- 58

I- 61

I- 62
1- 63

I- 64

I- 65

I- 66
I- 67
I - 68
I- 69

I- 7 0

I - 94

I - 95
I - 96
I - 97
I - 98

I - 99

I -100
I -101

I -104
I -105

I -108
I -109
I -110

I -111
I -112

I -114
I -115

I -116

I -118

I- 71

I- 72

I - 74

I- 7 5
I -119

I -120

I -121I - 77
I - 79
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I -121

I -122

I -123

I -124

I -125

I -126
I -128

日英機械翻訳システムにおける生成文の評価
ー 「ダ」型表現を中心にして一 (付録)

Constructive Neura1 Network for Speech
Recognition
HMM音韻連結学習とNETgramを用いた英単語
音声の認識

Ef f ic ient  Disjunctive Unification i n  a
Bottom-Up Sh i f t-Reduce Parser
文節に基づく単一化文法の一案 特に任意要
素類の扱いを巡つて

Cross-Language Voice Conversion
Known Current Problems i n  Automatic

Interpretation:Cha11enges for Language
Understanding
Strategic Lazy Incrementa1 Copy Graph
Unification Method
シフト不変型決定論的 ,11ルツマンマシンによる音声認識
SL-TRANSの現状と課題
波形重ね合わせ法による合成音の品質につい
て

音音貴環境に応じた音声合成素片の接続方法の

検討

The MapSignalremote speech editor
Experiments in  pitch extraction
Auditory nerve f i be r  spike generation
mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

複合音声単位を用いた規則合成実験システム (付
録プロクフムリスト)

ァキスト・テー タベースを用いた分脈自由文法の適用確
率推定

種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の

診断的な評価

大規模音声アー タべースに基づく音声合成
TDNN音音負ス,11ッティンクと予測ハーザを用いた大語彙
単語音声認識

TDNNの構造の音音負認識率、 、ノフトインパリアント性への

影響

Hidden 1llarkov 1llode1による音韻認実験の結
果

HMM音音負認識における音韻連鎖統計情報の利
用

自動翻訳電話研究用言語テー タペースの構成
日英対訳対応アー タ
日英対訳対応テータの仕様
日本語解析文法の意味表現にっいて
SL-TRANSにおける日本語文法の概要
対話テー タペースからの頻度情報の抽出
Generalized LR Parsing i n  Hidden Markov
Mode1

素性構造の単一化に基づくバーサの並列化方式
Time-Frequency Spectra1 Estimation of
Speech-The Role of Variance In Estimator
Performance
ABMT FOR TEXT AND DIALOGUE a perliminary
assessment of i t s  potentials
研究用日本語音声テー タベース利用解説書 (連続音
声テータ編)

I -167

I -168

I -169
I -170
I -173

I -174

Automatic Language Recognition Using
Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する

考察 -
音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モテル構築に関する考察

ATRにおけるNeuralNetworkを用いた音声
情報処理

Study on Combining HMMs and Neura1 Net-
work Models -TDNN-HMM for Phoneme Re-
cognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法
ニュ ーラルネットによる英単語品詞列予測モテル
ニューラルネットによる音素フィルタを用いた母音認識
Some ComputationalApplications of Lex-
icalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速

化
中間概念を定義した知識ベース作成手順
A T R自動翻訳電話研究所シン;1、ソウムの開催
発話変動に口パストなTDNNの検討
Overview of ATR Basic Research into
Telephone Interpretation(ATRにおける自動
翻訳電話の概要)
「 は 」 と 「 が 」 の処理

ATR対話テータペースの内容
A Design for a Disambiguation-Based
Dia1og Understanding System曖味さのない
対話理解システムの設計

A Fuzzy Training Approach for Phoneme
Classif ication NeuralNetworks
A Study on Speaker Individual ity Contro1
単語間の共起関係を定義した知識べ一スの構成
とその制御方法

言語情報を利用 した母音継続時間長の制御

A BilingualDia1ogue Database for Auto-
matic Spoken Language Interpretation
between Japanese and English
MONA-LISA:Multimoda10nto1ogica1 Archi-
tecture for Linguistic Interactions and
Scalable Adaptations
話者重畳型HMMによる文節認識

階層的クラスタリンク手法の訳語選択への応用
依存関係合成による機械翻訳システムPARTs

タイフ「付き素性構造主導型生成

Optimization of Unification-based Gene-
ration
単一化文法解析生成システムのための英文法

Connectionist Large-Vocabulary Continu-
ous Speech Recognition
ニュ ーラルネットワークによる音声認識の研究̃発表論

文集 ̃

対判定型二ユ ーフルネッ トワ ークの原理と時間遅れ神経
回路網との統合によるロパストな音素認識

単語の意味力テ;;fリ ーを用いた係り受け整合度の

平滑化

Comparing Fricat ives:A SpecialAnalysis
of /hi/and/C5/in Japanese and German
日本語形態素分析の細則
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I -177
I -179
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I -135

I -136
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I -218
I -221
I -223
I -228

I -229

言語テー タベースから抽出した知識アータの分布
歪み尺度測地線を用いた音声スぺクトルの補間
伝送誤りに強いVQ符号帳構成法に関する検討

Tools for Monitoring Para11elLisp Pro-
grams
Unification-Based Parsing on Increasing
Levels of Para11elism並列効果の高い単一
化解析法
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Departmentand the
Knowledge and Database Department for
Nov.1989̃lllar.1991

Text- Independent Speaker Recognition
llsing NeuralNetworks
Determining Surface Form for Indirect
Speech Acts in English
Speech Recognition Expert System.A
study on Knowledge and NeuralNetworks
Integration
A Study on Expert System and NeuralNets
for Speech Recognition
The Role of Ident i f i ab i l i ty  and Accessi-
b i l i t y  in  Accouting for Japanese Zero
Pronouns
A Basic Introduction to Planning and
Meta-Decision-Making with Uncertain
Nonde terministic Actions Using Second-
Order Probabi l i t ies
Communicative Functions of Spoken Japa-
nese and I t s  Meaning Interpretation on
MT System
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department, January through
Decem ber,1991

A Study of Speaker Adaptation and Speak-
er Individuality
Third Person Referring Expressions in
English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討
混合連続分布HMMを用いた移動ぺクトル場平滑化
話者適応方式

Discourse Management Mechanism on Spoken
Dia1ogue Processing(in an MT System)
English-Japanese Transfer by ASllRA Frame
work

A Study on Language Modeling for Speech
Recognition
Tree-based Unit Selection for English
Speech Synthesis
SL-TRANSの日本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for Apr.1991
̃Mar.1992
混合連続分布HMM移動べクトル場平滑化話者適応
方式の文節認識性能の評価

I -287

I -288

Automated Labe11ing of Prosodic Aspects
of IEng l i sh :F ina lReport
単一化に基づく構文解析:入門編An Intro-
duction to Unification-Based Parsing
Techniques
Easier C programminglnput/output f ac i -
1it ies

Easier C programming Some usefu1objects
Easier C programming Dynamic programming
日英対話アー タべ一スへの発話行為タイフの付与方法
に関する基礎的検討 First Steps Toward
Annotation I11ocutionary Force Types to
a BilingualDia1og
言語テー タペース用格,係り受け関係属性付与基準
一深層格編一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声
認識への適用
変換知識作成のためのコーバス検索テー タ
Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Pepartmentand the
Data Processing Department for  Apr.1992
̃ J a n, 1993

Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department,January through
December,1992

雑音環境下文節認識実験による 111LR・WGD・
SGDSの距離尺度の比較
ATR対話1l'一 タべ一ス用英語形態素解析作業基準書
言語f ー タべース用格係り受け関係属性付与基準 一
表層格編 一

文脈自由文法を用いた連続音声認識
日本語形態素解析法の評価

ニュ ーラルネットワークを用いた話者適応化および不特
定話者連続音声認識の研究 一発表論文リスト ー
The ATR-CMll Conference Registration Task
Speech Database User's Guide
音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーバス
雑音環境下連続音声認識および話者適応に関
する研究

自動翻訳電話国際共同実験の実施報告
ATR対話ア ー タぺ一ス用会話収集と文字化
The Need for Second-order Probabi l i ty
Distributions Under Repeated Tria ls  with
Nonlinear Ut i l i t i e s  or Catastrophic
Outcomes
The 1lleanings of Abil i ty  ljtterances with
Applications to Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラぺル変換

S/Splus for Speech Processing Research
at ATR/ITL
Japanese generation within ASURA Home-
work

A English Analysis Grammar in a lln i f i -
cation-based frame work
音声テータ・ラべりンク・マニュアル
LRパーザの応用法
Results of the ABDUCK Disambiguation
System ABDUCK ABDUCK会話理解システムの概要
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I -370 Multi -Agent Communication and Commitment
and The BEHOLDER family of algorithms
for scheduling multiple para11eluncerta
i n  processes underl imited-resorce con-
dit ions

Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department, January through March
, 1993

I -374 Research Activities of the Natura1 Lan-
guage Understanding Department and the
Data Processing Department for February
1993̃March1993

FBI:A Program for in ferr ing stochastic
grammar rules from example text

I -377
I -372

A T R視聴覚機構研究所 0619-02 京都府相楽郡精華町光台
国内 (0774)951162
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国際 十81774951162
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音声認識のための重み付きケプストラム距離

尺度(*)
文字認識機能を持つ文字フォントェディ夕一

時空間的なマスキングパター ンから見た聴覚
系内における音声スぺク トル表現(* )
スぺクトログラムリ ーデ ィ ン グ

音声知覚におけるスぺクトルターゲット予測
モデルの評価(*)

リスプマシン用イメ ージスキャナ接続プログ
ラ ム  K A O R U

U n i xのセキュリティに関する考察
高速視覚刺激提示装置A T R夕キスト
スコープ

漢字デー タベースC H I C
A T Rタキストスコ- フ1制御 '1フトウェア
- ATRTSPとクラフィッ クコンバイラ ー
Properties of visualmemory for b1ock
patterns(*)
逆転ランダム ・ ド ッ ト ・ シ ネマ ト グ ラ ムの移

動限界(*)
網膜モデルT A M  I Tの計算機シミュレー
シ ョ ン

S T A X  S R  A P r oの周波数特性
一人工耳及びダミ ーヘ ッドによる測定一
コネクショニストモデルと認知心理学

テクスチャ一識別の心理学的研究の展望(*)

誘発電位による両限視機構の研究

音の鋭さと振幅包絡

時空間フィルタを用いた運動視知覚モデルの
検討

0n the Approximate Realization of Contin
uous Mappings by 1、1euralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向
研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書
色度ランダム ド ッ ト パ ター ンにおける運動弁

別と領域分離(*)
誘発電位記録解析システム

V M  S 版 S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユーテ ィ リ テ ィ

一 SPIRE, synthesizer,PEF入門一
認知地図形成過程のモデル化に関する一考察

on the Capabi l it ies of NeuralNetworks
1確覚実験用へ ッ ドフォンアンプシステム

N0.

夕 イ ト ル
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A - 2

A - 3A- 5

A- 6

A- 7

A - 8

A - 9

A- 1 0
A- 11

A- 12

A- 14

A- 15

A - 16

A - 1 7
A - 20
A - 21
A - 22
A - 23

A - 24

A- 25
A- 26
A- 27

A- 28
A - 29
A - 30

A - 31
A - 33
A - 34

A- 35
A - 36

A- 37

A- 38

A- 42

A- 43

A- 45

A - 46

A- 47

A - 48

A- 49

A - 50
A- 51

A - 52

A - 53

A- 54

A- 55

アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討
ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の

視知覚研究

ATR NeuralNetwork Research on Speech
Processing(*)
パタ ー ンの良さ判断に対するシンメトロピー

尺度の有効性
マルチD S Pで構成する多チャンネル蝸手
フィル夕バンクの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析と
カテゴリ一判断の単位

A11iant,Convex,Ncubeのアーキテクチャとパ
フォ ーマンス

A CompuationalCochlear Nonlinear Prepro
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits(*
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
N C U B Eの利用にっいて
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
NCUBEの利用にっいて C1ロクラム仕様付)
日本人とア1lリ力人における英語/r,1,w/ 音知覚
の手掛かり
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り 一
Sharpness and amplitude enve1opes of
broadband noise

Effects of Preceding Scale on 1lle1odic
Pitch Interva1
Modeling of con textua le f fect  based on
spectralpeak interaction
PerceptualUnits of the Infaut Cry

Motion and depth perception with
dichoptic-sequentialpresentation of
random-dot patterns
Trajectoty Formation of Arm Movement by
Cascade NeuralNetwork ModelBased on
Minimum Torque-change Criterion(*)
Objective Functions for Improve Pattern
Classif ication with Back-propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮ ー クにおける誤差測
度の改良)(*)

A Hybrid Speech Recognition System Using
HMM an LVQ- trained Codebook

A - 56

A- 60

A- 61
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A- 62

A - 63

A - 64

A - 66

A- 67

A - 69
A - 70
A - 71

A - 72
A - 73
A- 75

A- 76
A- 77

A- 78

A - 79

A - 80
A- 81
A - 82
A- 83
A- 84

A- 86

A T R視聴覚機構研究所画像入出力システム
の概要

D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(*)

Identif ication of Kanji and Kana
characters within Japanese words
日本語の視覚的処理単位

一単語認識過程における諸現象 一

音とは何か -NaturalCoverpntation,
” 1l1.Richard E d第 4章よ り 一
神経回路モァル による画像の情報処理について
文書画像検索システムCHASERS
ニュー ラルネ ッ ト ヮ ー クを用いた手書き文字
認識

CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル

D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(PART 2) (*)
可変残響室の残響時間測定
スケルトンを用いた階層的形状記述およびニ
ュー ラルネットによる階層的形状識別

ノイマンを越えて 一視聴覚認知機構研究に

おける並列計算構成理いて 一
日本人発話の英語及び外国人発話の日本語の

プロソディに関する研究

音声 , 発話障害の定量評価に関する研究

U N I X版S  A Sの使い方
聴覚実験用へ ッ ドホンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用

Psychoacoustic evidence for the
contextualef fect mode1

Optimization and Learning in NeuralNet-
works for  For 111ation and Contro1of Co-
ordinated Movement(*)
A New H 1llM/LVQ Hybrid Algorith 1n for Speec1
Recognition

The proofreading of Japanese sentences:
visua1, and semantic processing
Effects of the Preceding Scale on
llle1odic Interva1 Judgment in Terms of
Equality and Size
Mc Gurk Effect under Conditions with or
without Noise
Extraction of the Nonlinear G1obalCoor-
dinate System of a Manifold by a Five
Layered Hour-Glass Network(* )
音声録音系の諸特性

A g1ottalwaveform modelfor high qua1-
i ty  speech synthesis(*)
UNIX上の音声研究用ツール(*)
Acoustic and Physio1ogicalCharacteris-
t ics of TraditionalSinging i n  Japan(*)
The ef fect of experiment variables on
the perception of American English/r,1/
f o r  Japaneselisteners
視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単限立体視モデル

多重解像度による点パタ ー ンの構造化モデル

A-105

A-106

A -108

A -109

Computational Theory and NeuralNetwork
t i c a l A r e a s ( * )
運動視と両眼立体視の相互関係̃運動視、 立
体視の成立と両E長入力画像の時間関係̃(*)
神経回路モデルを用いた重なったパ夕一ンの

分離

Static Analysis of Posture and 1llovement,
Using a 1 7-muscle Modei of the 11lonkey's
Arm(*)
帯域制限ランダムドットに誘導される正方向

の運動残効
1l[athematicalConnections between the

probabil ity, Fuzzy set, Possib i l i ty and
Dempster -Shafer theories(*)
Simpli fying Discontinuity Detection with
an Eye on Recognition Ed Gamble(*)
Neura1-Network Control for a C1osed-Loop
System using Feedback-Error-Learning(*)
Recurrent LVQ for Phonelne Recognition(*)
視聴覚特殊実験室の音響特性

Investigation of headphones suitable for
psychophysicalexperiments(*)
Auditory Spectrograms in mMM Phoneme
Recognition
Effect of Word Fa 111 i l i a r i t y  on Non-native
Phone1l1e Perception:Identification of
English/r/,/1/, and/w/by Native Speakers
of Japanese.
Acousticalanalysis of whispered vowels
i n  di f ferent notes(音程を変えて発話した
目騒き声の音響分析)(*)
0n the Role of F0 in VowelIdenti f icat io
A Computationa lMode1of  I1our Regions of
the Cerebe11um Based on Feedback-Error-
Learning(*)
識別学習論による音声認識

文字構造抽出の研究一手書き文字品質の人間
の主観評価に準じた品質決定要因による客観
的定量評価一

Equilibrium Point Contro1of a 1llonkey
Arm Simulator by a Fast Learning Ar t i f i-
calNeuralNetwork(*)
Feedforward NeuralNetwork Modeling of
Target-Accuracy Trade-o f f ( * )
Enhanced Discontinvity Detection from
Postulated Discontinvities Ed Gamble(*)
GPD Training of Dynamic Programming-
Based Speech Recognizers(*)
Auditory Front-end i n  DTW Word Recognit-
ion Under Noisy, Reverberant and Multi -
Speaker Conditions(*)
Stab i l i t y  Constraints for the Equ i l i b r i-
um-Point Hypothesis(*)
Applicabi l ity of Oriented Fi l t e r s  to Ed-
ge Detection of Motion Analysis(*)
Recognition of Manipulated Objects by
1Motor Learning with Modular Architecture
Networks(*)
U N I X上の音声研究用ツール

A -111

A -112

A-113

A-114

A-115
A -116

- A -117
A-118

A-119

A -120

A -121
A-122

A- 88

A- 91

A- 92

A -123
A-124

A-125

A - 93

A - 94
A-128

A -129

A -130

A -131

A - 95
A- 96

A- 98
A - 99

A -100
A-133

A-134

A -135A -101
A -102
A-103

A -136
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A-137
A-138

A-139

A-140

Speech Tools ManualPages
Relative Pitch Judgements for Formant
Structured Broadband Noise
The Effects of Tempo and Pitch on the
Judgement of Infant Cries
Spatioemporalproperties of motion per-
ception for random-check contrast modula
tions(*)
Second-0rder System;Its Role and
Mechanism
Accurate Reconstruction of 3D Scenes f ro
Multiple Imprecise and Uncertain Data
VirtualTrajectory and Sti f fness E11ipse
During Multi - Joint Arm Movement Predict-
ed by Neura1 1lnverse Mode1(*)
A Para11e1-HierarchicalNeuralNetwork
Modelfor Motor Contro1of A Muscu1o-
SkeletalSystem
Rhythm Type and Articulatory Dynamics in
English, French, and Japanese(*)
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定
Error Tolerant Method for Invariance
Based Feature Correspondence(*)
Unsupervised Learning of Receptive Field
Families on Regular Frids(*)
Point Configuration Invariants under
Simulaneous Projective and Permutation
Transformations
Direct Estimation of Multiple Disparitie1
for Transparent Multiple Surfaces in
Binocular Stereo

A-155 ウェ 一11レット表現を用いた演算子形式による多重
方向検出̃重ね合わせの原理に基づく 多重方
向同時検出演算子̃
Discriminative Feature Extraction
Recognition by Combinations of Paraper-
spective Images
特徴点対応に基づいた運動立体視における
トランスぺアレンシー

Dynamic Cepstrum Parameter Incorporating
Time-Frequency Masking and I t s  Appli-
cation to Speech Recognition
温度差つき遣伝的アルゴリスムの収束
F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MRI
の分析
自由手書き文字認識の研究
ア二一 リンクスケジュ ールの定数倍加速

喉頭筋の非侵襲計測と韻律制御の生理機構

母音における音声と口唇形状の視聴覚に関

する研究 (その 1 .  母音ロ形連続体における
視知覚)

A Software l ibra ly of C十十 class objects
for bio1ogicalstructure modeling.
外舌筋収縮力空間における調音軌道の作成

Production and Perception of the
ConsonantalVoicing Distinction in
Speech without VOT:An Acoustic Study
Using Electric Larynx Speech
ロ唇の調音動作を実現する生理学的モデル

A-156
A-157

A-160

A-162A-141

A-142

A-144
A-164
A-166

A-167
A-165
A-168
A-169

A-145

A-147

A-148
A-149

A-150

A-153

A-170

A-171
A-172

A-173
A -154
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編集後記

3月に設立した環境適応通信研究所の研究紹介、 4 月  4

目の創立10周年記念式典模様、 4月26日の成果報告会模様

等にっいて掲載いたしました。

研究成果の1つとして、テクニカルレポー トの一覧も掲

載しましたので研究活動等のご参考になれば幸いです。

本誌へのご要望やお気付きの点等がごさいましたらご連

絡いただきますようお願い申し上げます。
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e発行・編集 株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

(0774)951111(大代表)

e製 作 学会センタ一関西

e定 価 400円(税込・送料別)
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ATRグループのご紹介 ATRグルーブは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点として内外に開かれlた研究所を設立

する構想のもとに産・学・官の幅広いご支援をいただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70% 、 民間約140社からの出資30%で構成されてい

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに4成果管理会社に対する

研究成果の管理・販売などの各種の支援を行つていま

す。

ATRのWWWホームページのご案内

アドレス  http://www.atr.c〇. jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。
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【ソフトウェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前

送 り 先

口人事異動

口住所変更

口その他付

先

会 社 名

部 署 名

T E L

ご意見ご要望

●ATR  ンャ ーナルのご購,入布」1望、 逐イ 1先変更等をお寄せ下さる場合には、 .L11lにこ1,置入の 1 、 FAX等てこ送付下さい,
●・i付先変更以外にっいては、 変更後の確翻に必l31'' 111111をこ記入康iaいます.




